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PC-9801シリ-ズ対応高速多機能TSS端末エミュレータ:TSSPFD(ASPEN,パソコン間通信対応版)

PC-9801シリーズ対応

高速多積能TSS端末エミュレータ:TSSPFD

( ASPEN.パソコン開通侶対応版)

*武政ヂ士, **渡辺健次
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1.はじめに

前回発表のUTS機能追加のTSS端末エミュレータ　TSSPFD [1】に, HITACの

ASPEN対応機能[2]とパソコン間通信機能を追加しましたので,ここに紹介させて頂きま

す. APSENとは日立の計算機上で動作するフルスクリーン　テキスト　エディタであり.

FACOMのPFD [3]に対応するものです.この機能を使うことによって. Nlネットや公

衆回線経由で東京大学大型計算機センターの計算機システムを便利に使用することが出来ます.

また, 2番目の新規追加機能でありますパソコン間通信機能を利用することによって,研究者仲

間でホスト計算機を経由することなくデータのやり取りが出来るようになりました.第8節で説

明するように適当なファイル　コンバータを使うことによって.テキスト　ファイルのみならずバ

イナリーファイルも転送出来ますので.例えば一太郎【4]の文書ファイルをユーザー間でや

り取り出来ます.これにより仕事の作業能率がかなりアップすることが期待出来ます.これらの

大きな機能追加と同時に.より使い勝手が良くなるように2-3の従来の機能の変更と数個の新

機能を追加しています.後者の内で.目立つものとしては.アドレス付きの文字を端末に送って

くるグラフィック　ユーティリティ(ソフト)にも正しく対応出来る機能があります.これによ

りSAS [5, 6]やUTS [7】上の多くのグラフィック　ユーティリティが便利に利用出来

るようになりました.

今回の機能追加版によって.このエミュレータは通常のTS S端末機能の他に,擬似フルスク

リーン　エディタ.グラフィック, FACOMのPF工), HITACのASPEN. UNI Xマ

シン.そしてパソコン間通信に対応する8つの主要な機能を持つようになりました.これにより.

大抵のことにはこの1つのエミュレータ　プログラムで対応出来るようになったと思います.

このエミュレータ　プログラムは前回までのプログラム【1. 8. 9]と同様に. C言語のみ

で書かれています.したがって. C言語を一応学習した人にとっては.もし必要ならばこのエミ

ュレータを自分の利用環境に合うように変更することが出来ます.このプログラムは,日本電気

のパソコンPC-9801のMS-DOS上のMi croso ft C Ver. 4. 0 [10]

以上とTurbo C Ver. 1. 5 【11]以上の両方でコンパイル出来るようになってい

ます.ただし.両方のコンパイラともに.これらより下位のバージョンではコンパイル出来ませ

ん.

第2節にこのエミュレータの持つ機能の概略とその使用上の注意点をまとめてあります.第3

節にこのエミュレータ　プログラムをMS-DOSの階層ディレクトリ下に置いて使用する方法

を記しています.第4節に.このエミュレータで設定・変更出来る全てのパラメータをまとめて

います.第5節では, FACOMやHITACのユーザーで我々のエミュレータを今回始めて使

用する人々向けに,このエミュレータの使用方法を各種機能を詳しく説明しています.この節の

多くは,既にTSSPFDを使用しているユーザーの皆様には繰返しになりますが.この方式が

九州大学大型計算機センターのユーザーであり.かつ所属する大学・研究所ではH I TACの計

算機を利用してる人々にとって,本稿が閉じた形のマニュアルとなり意味あるものになると思う

からです.既に. TSSPFDエミュレターを使用されている皆様はASPEN機能を記述した

5. 6節と前回の版へ追加した機能と変更点とを述べている第8節以降をお読みになれば十分で

す.このエミュレータの使用法に慣れていだいた後は.付録1の使用方法を簡素にまとめたクイ

ックリファレンス　マニュアルが役に立つと思います.

2.機能概説とエミュレータ使用上の注意
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このエミュレータの持っている機能をまとめますと.次のようになります.

1)通常のTTY型のTSS. UTS用端末としての機能

2)ホスト一一パソコン間のファイルの送受信

3) TSS, UTSコマンド処理中,並びにファイル送受信中での並行印刷

4)端末表示のファイルへの記録

5) TSSモードでの擬似フルスクリーンエディタ機能

6)スクロールバッファへのデータの記録とそれらの多彩な編集機能

6) TTY-PFD, TTY-APSENによるフルスクリーン処理機能

7) UTSでのビジュアルエディタvi及びEMACSによるフルスクリーン処理機能

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

　

(

D

 

t

-

　

0

0

　

ゥ

　

O

'

-

i

 

i

N

 

M

'

*

　

i

n

　

(

D

 

t

-

PFD, ASPENモードでのファイルへの記録と並行印刷

各種モードにおけるEl本譜への完全対応

4種類の日本語コード(JOIS,旧JIS,新JIS,シフトJIS, EUC)へ対応

2種類のコマンド区切り記号(!. :)へ対応

データ終結コードとしてヌルが送られてこないホストにも対応

RS232Cと外部同期への対応

メニュー方式による各種パラメータの選択/変更機能

カーソルキーによる入出力ファイルの選択機能

ファンクション　キー.英数キーへのTSSコマンドの登録と送信機能

カラーを含む3種類のグラフィック端末へ対応

グラフィックにおけるアドレス付き文字への対応

高解像度グラフィックハードコピー機能

3種類のXYプロッターへ対応

18)主要機能のほとんど全てが9600ビット/珍(BPS)以上に対応

19)セッション中にMS-DOSの機能の呼び出しが可能

20)パソコンーパソコン間通信とファイルの送受信に対応

21) UNIX系ワーク　ステーション用の端末エミュレータとしても利用可能

22) MS-DOSの階層ディレクトリ下で動作する

23)カスタマイズ化が可能(ソース　ファイルの完全公開)

現在使用中のパソコンはPC-9801VX2でありますが.プログラミングにおいてPC-

980 1のモデルに依存する特殊な積能は使用していませんので, PC-9801シリーズ全機

檀(ただし. XAとLTは除く)とエプソンのPC98コンパチ機で使用可能と思われます.現

時点で.正しく動作することを確認している機種はPC-9801 (無印) , E, F, M, VM,

UV. VX, RX. RA, 98no te.そしてエプソンのPC-286L, VF. VGの13

機種です.ただし.本体の主メモリーは384KB以上が必要です(メモリ　640KBが望ま

しい) .またPC-9801 (無印)とPC-9801Eには漢字ROMが装着されている必要

があり.ディスクドライブは2台が接続されていなくてはなりません. MS-DOSのシステ

ムは,連文節変換対応以降のVer. 3. 1 [12】 (MS-DOS Ver. 3. 1は4種類

あり)以上が必要です.つまり. RS-232Cインターフェイスドライバとプリンタドライ

バがデバイスドライバでサポートされているものです.もう少し具体的に言いますと. MS-

DOSのシステムディスク内にRSDRV. SYS及びPRI NT. SYSと言うファイルが

あるシステム以上の版が必要です.
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ディスプレイは640×400ドットの専用高解像度のものが必要です(カラーディスプレ

イが望ましい) .プリンターはPC-PRI 01. P R201シリーズ【13]か.もしくはこ

れらに互換なものを使用して下さい.更に. 1 200BPS以上でホストからの多量のデータの

受信と並行してプリンターへの出力を行う時は,プリンターバッファが必要です.また当然で

ありますが.モデムがRS-232Cケーブルで本体と接続されていなくてはなりません.パソ

コン上でのファイル(ソースプログラム,データ等)の作成や修正には, MS-DOS上で動

くエディタが必要です(例えば, Mi fes　98 【14] ) .

日本語を含むホスト　コンピュータ上のファイルのリアルタイムの編集には, NECDIC [1

2]. ATOK [15】等の日本語入力フロント　プロセッサが必要です.それらの使用方法.

並びにMS-DOSのシステム構築用ファイルCONFIG. SYSへの日本語処理に関するデ

バイスドライバの登録については.それぞれのマニュアルを参照して下さい.また.プリンタ

-を使用する時はCONFIG. SYSファイル内にDEVIC王:=PRINT. SYSを加え

る必要があります.更に.注意すべきことは, CONFIG. SYSファイル内にRS-

232Cのデバイスドライバを加えないで下さい.つまり.

SYSと言う文字列がCONF I

D EVI CE=R SD RV.

G. SYS内にある時は,.それを

と,このエミュレータは動作しません.

り除いて下さい.さもない

3.エミュレータプログラムを階層ディレクトリ下に置いて使用する方法

第2節に記されているように.このエミュレータプログラムはMS-DOSの階層ディレク

トリ下に置いて使用出来るようになっています.そのための設定の仕方を.ここで説明します.

例えば. IA:¥TSS¥FACOM"なる階層ディレクトリ下に置いて使用したい時は.まず

MS-DOSのSETコマンド【12コを用いて環境変数TSSPFDを定義します.次に

PATHコマンド【12]によってエミュレータプログラムの実行型ファイルを検索するため

のパスを設定します.具体的には,次のようにして下さい.

SET TSSPFD=A:¥TSS¥FACOM E司

PATH=A:¥TSS¥FACOM幽

ここで.記号国は改行キーを押すことを意味します.なお,バッチファイルのなかに.これらの

コマンドを書き込むことによって一度の操作でもって上記の設定が行えます.この設定がなされ

ていると　'A:¥TSS¥FACOM¶なる階層ディレクトリ下にあるエミュレータ　プログラ

ムが使用可能となります.なお.環境変数TSSPFDを複数定義することは出来ません.これ

らの設定を行なわない時は,従来と同じようにルート　ディレクトリ上にあるエミュレータ　プロ

グラムしか動作しません.

4.エミュレータの各種パラメータの設定

このエミュレータを初めて使用する時は,利用するホスト計算機システムの環境に合うように

種々のパラメータを予め設定する必要があります.例えば. H ITACの計算機を使用するので

九州大学大型計算機センター広報
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あれば.プログラムディスクをドライブA (1)に入れ, MS-DOSのコマンド待ちの状態

から

INSTALL VOS3　国

として下さい.すると,下の表のような画面が表れます.なお, MSP, UTSもしくはパソコ

ン間通信を利用する時には.上の紳vOs3"なるパラメータの代りに.それぞれ竹MSP".

"UTS",そして"pC付とすると.それらに対応する各種パラメータ債が設定出来ます.それら

の設定方法は, "VOS3　の時と全く同じでありますので.ここでは'vOS3　の場合を例とし

て取上げて説明します.

表1. INSTALLプログラムで設定出来る機能とバラメ∵夕値

通信速度(BPS)

キャラクタ長(BITS)

バリティ属性

ストップビット数

フロー(XON/XOFF)制御

同期モード

エコー　バック

データ受信時の終結コード

データ受信時のベル音

ブレーク信号の長さ

N l一通貨記号の反転

ファイル送信時の先行入力

日本語コード

複数コマンドの区切り記号

TTY-PFDのタイプ

スクロールバッファの行数

スクロール　バッファへの

オーバーライト

ウインドーの帽

印刷のページ帽(行/質)

作業用ディスクのドライブ名

ラムディスクの使用

ラムディスクのドライブ名

グラフィック端末名

プロッターのタイプ

プロッター出力の倍率

高解像度グラフィック

アドレス付き文字

0 S

300　600 1200　2輔0　4800　9600

く7　8

偶数　奇数　なし

:韮; 2

准労:なし

内部同期　外部同期

悲拶　あり

ヌル　*<JV　なし

ON　野、野欝

1

・様な的　する

不可　可

JOIS　旧JIS　帯封S　シフトJIS EUC

!　,

TYPこ甘、(I)二　TYPE (2)

5脚

津谷　しない

1慧

68

B

守等　しない

w

、T護、0-10、 T4014　F9432A

新頴茸琵ロ、ッ、態　旧マイプロット　HP-GL

I

使用、濃る　使用しない

便馬、岱堆い　使用する

MS P UTS VOS、3　パソコン

-615-
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このような画面が出たところで.カーソル移動キー包.切で変更したいパラメータのところ

にカーソルを移動し.次に日.臼キーでパラメータを選択/変更して下さい.この時.パラ
メータ億が1つしか表示されていないところ(例えば.スクロールバッファの行数,ウインド

ーの嶋等)は.日(冒)キーを押すことにより1キザミで数字が増加(減少)します.また,
SHI FT

ただし. SHI FT

SHI FT

SHI F T +臼)キーでは10キザミで数字が増加(減少)します.
SHI FT

キーと日キーの同時押下)

キーを押しながら臼キーを押すという意味です

この表で網かけになっているパラメータの値(画面上では黄色の反転文字になっています. )

は, VOS3モードでエミュレータが既定値として持っている億です.もし,これらのパラメー

タが全てこれで良ければ.回キーもしくは改行キーを押してこの画面から抜けて下さい.

上の表1での"スクロールバッファ■に関する項では.次の様な指定をして下さい.第2節で

記しているように.このエミュレータプログラムでは.ディスプレイ画面上に表示される送受

侶データをパソコンのメモリー上にストアして,必要な時にそれらを参照することができます.

このストア領域を本稿では"スクロールバッファ"と呼びます.しかし,パソコンのメモリーに

は限りがあるためにこのバッファはリング構造になっています.つまり.ある量以上のデータが

入ってきた場合先頭のデータから潤次消去されていきます.このプログラムでは. 1行に1 40

文字のデータをストア出来るようになっています.そのバッファの確保行数をここで指定します.

ただし.設定可能な範囲は1 00行以上2 000行以下です.利用者のパソコンに実装されてい

るメモリーの大きさに従って適当に設定して下さい.そして次に.スクロールバッファ上のデ

ータに文字や文字列を上書きしたり,挿入したりした後ホストに送信した時に.元のデータを修

正されたものと置き換えるかどうかを指定します.ただし.どちらに設定しても送信された文字

列は最新のスクロールバッファ/に書き込まれています・

-ウインドーの帽†の項では.次に様に指定して下さい.このプログラムではスクロールバッ

ファ上のデータを利用する時には,ディスプレイ画面上段に表れるウインドー内で作業するよう

になっています.その作業領域の帽.つまり画面第0行から数えた行数をここで指定して下さい.

ただし.設定可能な範囲は1 0行以上20行以下です.

この表のなかで.新たに追加された機能は次の7つです.

①データ受信時の終結コード

H I TACの計算横に対応するように終結コードとして{ベルMが追加されました.

②データ受信時のベル音

ベルコードを受信した時に,ベル音を鳴らす時は～するqに,鳴らさない時は"しない"を選

択して下さい.

③ Nl-通貨記号の反転

"VOS3　の標準端末タイプJはNl側のコード変換表と端末側のコード変換表において

Sと¥で逆転しており.このままNlネットワーク経由でPFDを起動すると正しくカー

ソル移動が出来ません.このような時は叶する"を選択して下さい.

④ブレーク信号の長さ

CPUの速いパソコンを使用する時には.従来のブレーク信号の送信時間では短すぎてう

まくブレークが効かない場合が起こります.これに対処するために.新たに追加された機

九州大学大型計算機センター広報
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能です.もし32ビットのパソコン等でブレークがうまく動作しない時は.この数値を1

より大きい適当な借を選んで下さい.

⑤ファイル送信時の先行入力

通信制御装置が受侶用バッファを持っている計算機システムc九大大型計算機センターの

計算機システムはこれに当る)を相手として,ファイルをアップロードする時には-使用す

る"を選択すると. -使用しない付の場合に比べて約1/2倍の時間でファイルを送ることが

出来ます.

⑥　日本語コード

新たにUNI Xワークステーションの多くが.日本語コードとして採用している　EUC

(Extended Uni x Cod e)に対応するようにしました.

⑦アドレス付き文字

使用するグラフィック　ユーティリティがアドレス付きで文字を端末側に送ってくる場合,

¶使用するIを選択するとグラフィック図がパソコン側で正しく描画されます.これにより

SAS [5. 6]やUTSの多くのグラフィック　ユーティリティなどのアルファモードと

グラフモードが混在されたデータにも.正しく対応出来るようになりました.この出力例

については§5. 5のグラフィック機能の節で取上げます.

⑧　OS

H I TACの計算機やパソコン間通信用の各種パラメータが選択されていることを示す目

印として什vOS3'と"パソコン→の2つの項が追加されました.ここで今選択されている

項目以外の新しい項目を選択すると.タ-グッ・トとなるOSに対してこのエミュレータ　プ

ログラムがもっているパラメータの既定値がセットされます.

上で説明した項以外の設定すべきパラメータ値の詳細が分からない時は,必ず利用する計算機

センターに尋ねて下さい.特に,通信関係のパラメータが正しくセットされていませんとエミュ

レータは.全く動作しませんので注意して下さい.

5.エミュレータの使用方法

5. 1　エミュレータの起動

第4節で述べた初期設定が終わると.エミュレータが使用可能状態になりました.ドライブB

(2)に, MS-DOS形式でフォーマット済みの作業用ディスクを入れます. MS-DOSの

コマンド待ちの状態から

TSSPFD xxxx VOS3　回

とします.ここで　xxxXはホストとの通信速度(ボーレート)を表し.ビット/秒(BPS)

の単位で300, 600. 1200. 2400. 4800.もしくは9600の値を取ることが
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出来ます.ボーレートの値を指定しない時は.インストールプログラムによって予めセットさ

れたボーレートの値が取られます. 2番目のパラメータ　VOS3竹を省略すると. FACOMの

MSP用のエミュレータ　モードになりますので, HI TACのVOS3を使用する時はこのパ

ラメータは省略出来ないことに注意して下さい.

ディスクが回転して.まずタイトル画面が表れます.その後,次のようなメイン　メニューが

表れます.

(1)ターミナルエミュレータ

(2)ファイル変換ユーティリティ

(3)終了

このメニューの中から,カーソル移動キー田.且により必要な作業項目を選択し.改行キー
を押すとその作業に移る事が出来ます.以下で,各々のメニュー内容を説明します.

5. 2　ターミナルエミュレータ

メインメニュー画面で. 「 (1)ターミナルエミュレータ」を選んで下さい.すると画面が

クリアされ.カーソルが左上端で点滅します.これで,エミュレータが起動されたことになりま

す.次に.電話によりホスト　コンピュータを呼び出し.パソコンとの接続を行って下さい.そ

して.匡空耳キーを押すと利用する計算機センター固有なメッセージが返って来ますので.
それに適当に応答して下さい.こちらからの応答が正しければ. TSSセッションが開設されま

す.

その後は.通常のTTY手順のTSS用端末機とまったく同じ使用法が出来ます.つまり.キ

ーボードからTSSコマンドもしくはデータを入力し.終結コードとして改行キーを押すことに

よってホストと会話出来ます.それ以外に,このエミュレータではTSSコマンド処理中での並

行印亭.ファイル転送機能.ファンクション　キーに萱銀されているコマンドの送信等も使用出

来るようになっています.

画面最下行に表示されている1 2個の機能名が. TSSモードでのファンクション　キーに割

り当てられている機能名です. 12個の機能名のうち.左から10個がパソコン上のファンクシ

1 0 に対応し.右側の2つが ROL L UP キーと

RO L L DOWN キーに対応しています.

なお.このエミュレータはVOS3用にTS SモードとASPENモードを持っています.た

だし, FACOMのPFDモードと異なってASPENモードは必要な時自動的に切換わり.そ

してASPEN終了後は元のモードに復帰しますので,特にここのモードを意識する必要はあり

ません.

画面のデータ表示の色は. T.SSとPFDの両モードにおいてホストからデータを受信してい

る時は線色となり,パソコン側でのデータの処理時は白色で表示されます.これによって処理状

態が一目で判別出来るようになっています.

日本語データを取り扱う時は.前もってATOK [4】や松茸[16]等の日本語入力フロン

ト　プロセッサを使用可能状態にしておく必要があります.その後の日本語データはアスキー文
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字と全く同じように取り扱うことが出来ます.つまり.データの中に日本語が表れても.リアル

タイムに追加・修正が出来ますし.以下で説明する全ての機能も正しく働きます.

MES SAGE. HLP"というファイルが.エミュレータ　プログラムと同じディレクトリ

内にあれば.匡堕司キーを押すことによりその内容が画面に表示されます.このファイルは
MS-DOS上で動作するテキスト　エディタを用いて自由に書き直しが出来ますので.メモ等

を書いておいて利用することが出来ます.なお.次のようなフォーマットに従って

【MESSAGE. HLP"が作られていますと. 1頁単位でその内容が画面に出力されます.つ

まり. 1貫は"CTRL+L巾(16進OC)を含まない22行以内のテキストと. 1貢の終わり

を表す区切り記号叶CTRL+L"を含む1行よりなるようにして下さい.

次に.各々のモードでの使用方法と各種キーに剖当てられている種々の機能を詳しく説明しま

す.

5. 3　TSSモードでの使用方法

TS Sモードでの各種のキー.ファンクション　キー.そして SHI FT +ファンクション

キー等に割り当てられているの機能は次のようになっています.なお.ファンクション　キーも

しくは SHI FT +ファンクション　キーが押されると各々の機能名が黄色の反転文字に代り.

その機能が動作していることを示すようになっています.

STO P [ブレーク信号の送信]

アテンションを発生させます.つまり,ブレーク信号をホストに送ります.

S HI FT +匡重司[電話回線の強制的切断】

回線の強制切断を行ないます. TSSの　LOGOFF什コマンドを実行して. TSSセッショ

ンを終えた後も電話回線が切れないホスト　コンピュータシステムに対して有効です.

匡司,日[1文字の消去]

カーソルの左側の1文字を消去します.これにより入力文字の訂正が出来ます.

B] [擬似フルスクリーンモードへ]

5. 4節で説明する擬似フルスクリーンモードへ入ります.

C OPY [テキスト画面のハードコピー]

画面のハードコピーが取れます.

匡至重罰十回【受信データ表示の一時停止/再開】

データを受信中に.このキーを押すとデータの受信を一時中断して見ることが出来ます.再度

の押下で再開します.ただし.この機能はホストがフロー制御をサポートしている時のみ有効で

あることに注意して下さい.
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CTRL +回[ユーザー登録コマンドのプリンターへの出力】

SHI F T +ファンクションキーと匡司+ファンクションキーにユーザーより割り当て

られた積能の一覧表をプリンターへ出力します.

匡〔亘司十回【ユーザー登録コマンドのプリンターへの出力]

四一英数キーに割り当てられているコマンドの一覧表をプリンターへ出力します・

CTRL 十回[入力コマンドの履歴の呼び出し(新しい順に) 】

このキーを押していくと, TSSモードで入力したコマンドやデータを入力したのと逆の順序

(新しく入力した頗)でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再

度入力する手間を省くことが出来ます.ただし.呼び出せるコマンドやデータは直前に入力され

たものから, 1 0回までしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻り

その後は循環するようになっています.

SHI FT +匡至亘司十回・ [入力コマンドの履歴の呼び出し(古い原に) 】

このキーを押していくと, TSSモードで入力したコマンドやデータを入力した順序(古い慣)

でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再度入力する手間を省く

ことが出来ます.ただし.呼び出せるコマンドやデータは直前に入力されたものから. 10回ま

でしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻りその後は循環するよう

になっています.

XFE R +匡圭司
スクロール　ウインドーが開いていない時に,このキーを押すとテキスト画面全体を消去しま

す.グラフィック画面は変化しません.

ROLL UP [UTSモードへ】

UTS (UNIX)モードへ移ります. HITACの計算機経由でUNIXマシンが利用出来

るような状況の時.このキーを押して下さい.すると.全てのパラメータがUTS (UNIX)

ように変更されます.その後は. UNIXの標準画面エディタであるvi 【17]やEMACS

l18】が使用出来る状態になります. E)本譜も普通に使用出来ます. UTSモードでの詳しい

使用方法は文献【1】を参照して下さい.

ROLL DOWN [PFDモードへ]

PFDモードへ移ります. HITACの計算機へログイン後,例えばNlネット岸由で
°

FACOMのPFDを使用するような場合には,このキーを押して下さい. PFDの操作法にっ

ては文献[3]を参照して下さい.

SHI FT ROLL UP [パソコン間通信モードへ】

第8節で説明するパソコン間通信モードへ入ります.詳細は8節の説明を読んで下さい.
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匡‡∃ 【ホストへのファイルの送信】

ホストをEDITのINPUTサブコマンド　モードにし.行番号を受信した後このキーを押

してください・するとディスプレイ画面にドライブB (2)もしくはラムディスク(匡三ヨ
キーが前もって押されている場合)上に存在するファイル名が表示されます.そこでホストへ送

信したいファイル名をカーソル移動キーE].凹.臼.日で正しく選択して下さい・確認
後ファイルの送信が始まります.ただし.送信出来るファイルはMS-DOSのテキスト　ファ

イル(アスキーファイル)しか許されません.送信中に回を入力するとファイルの送信を中

止することが出来ます・誤ってこの画面に入った場合は,匡司キーを押すと元の画面に戻るこ

とが出来ます.

[至二三司[画面表示データの記録用ファイルのオープンとクローズ]

このキーを押すと,ディスプレイ画面はドライブB (2)もしくはラムディスク(田
キーが前もって押されている場合)上に存在するファイル名を表示します.そこで.これ以降デ

ィスプレイ画面に表示されるデータを記録するためのファイル名を画面の指示に従って正しく入

力して下さい. (このエミュレータではファイル名としては.英数カナ文字しか許されませんの

で注意して下さい. )すると記録用ファイルがオープンされ.これ以降画面に表示されるデータ

のファイルへの書き込みが可能な状態となります・この状態で匡三司キ-を押すと.これ以降
画面に表示されるデータがファイルにも書き込まれます.ファイルへの記録を終える時は.この

キーを再度押して下さい・その時.記録用のファイルのクローズが行なわれデータの?アイルへ

の書き込みは終了します・誤ってこの画面に入った場合は.匡司キーを押すと元の画面に戻る
ことが出来ます.

匡:ヨ【記録用ファイルへのデータの書き込みと一時停止]

このキーを押すと.これ以降画面に表示されるデータが匡二=司でオープンされたファイルに

も書き込まれます.そこで.例えばホスト上のデータセットの内容をパソコン上のファイルに転

送したいのであれば. TSSのFLI STコマンドを用いて

FLI ST　データセット名田

としますと.データセットの内容が画面に表示されると共にファイルにも記録されます.ファイ

ルへの書き込みを一時停止したい場合には,もう一度このキーを押して下さい.ファイルへのデ

ータの書き込み再開は,再度このキーを押して下さい・ただし,これらの操作は匡二司キーが

前もって押されている時のみ有効であることに注意して下さい.

田【並行プリントの開始と終了]

このキーを押すと,これ以降画面に表示されるデータがハイデンシティ(HD)バイカ　印字

モードでプリンターへも出力されます.もう一度押すとプリンター出力が停止されます.なお.

このキーを押す前にプリンター用紙のミシン目を正しくセットしておくと.ミシン目をスキップ

しながら印字を行ないます.

田[印字モードの変更】
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このキーを押すと.印字モードがハイスピードバイカ　モードへ変更されます.再度押すと

HDバイカ　モードとなります.なお.初期設定はHDバイカ　モードになっています.ただし,

このキー操作は田キーが前もって押されている時のみ有効です・

匡司[プリンタ用紙の改頁]

プリンタ用紙の改頁を行ないます.レーザープリンタを使用している場合は.用紙の排出が行

なわれます.

匡=司[ラムディスクのオープンとクローズ]

このキーを押すと,以後ファイルの送信.表示データのファイルへの記録等のファイル操作に

関してラム　ディスクが使用可能状態となります.当然でありますが.この場合はエミュレータ

起動前にラムディスクが設定されている必要があります.再度の押下によって.それを無効に

することが出来ます.ラムディスクの代わりにハードディスクを使用する場合は,この説明書に

おいて"ラムディスク"を{ハードディスク巾と読み代えてください.

匡=司【MS-DOSコマンドの実行】

このキーを押すとTSSモードを抜け出し, MS-DOSに入ることが出来ます.ただし.こ

の場合はドライブA (1)紅MS-DOSのコマンド"COMMAND. COM叶が存在する必要

があります.もしくは.環境変数COMSPECを指定しておく必要があります【12]　これ

以降は, MS-DOSの種々のコマンドや他のアプリケーションプログラムを実行することが

出来ます. TSSモードに戻るには. MS-DOSのコマンド待ちの状態において巾EXIT"と

入力して下さい.ただし.ドライブA (1)以外からTSSモードに戻るには,当該ドライブ上

に-COMMAND. COM竹が存在しなければプログラムがハングアップしてしまいすので十分

な注意が必要です.また,アプリケーションプログラムを実行させる時には前もってメモリー

に十分な余裕があることを確認しておいて下さい.スクロールバッファの行数を多く設定してい

る喝合.特に注意してください.

匡司[TSSコマンドの英数キーへの萱銀]

このキーの押下によって英数キーにTSSコマンドを登録することが出来ます.以下で説明す

SHI FT +ファンクションキー.匡司+ファンクションキー.そして匡夏至∃+フ

ァンクション　キーに既に割り当てられているTSSコマンド以外に頻繁に使用するTSSコマ

ンドや文字列を割り当てておくと,少ないキータッチでもって能率的にセッションを進めるこ

とが出来ます.

このキーを押し,次にコマンドを割り当てる英数一文字を入力して下さい.そして,その英数

キーに割り当てたいTSSコマンドを入力して下さい.ただし.そのコマンドは60文字以内で

かつ,最後が*　もしくは+記号で終っていなくてはなりません.最後が　*記号で終わって

いるコマンドは四キーを押し,それを離してから次にこのコマンドが割り当てられている

英数キーを押しますと,コマンドは画面に出力されると同時に直ちにホストに送られます・ (

匡亘司キーと英数キーの同時押下でないことに注意・ )一方・ +記号で終わっているコマンド

は匡享司一英数キーを押すと・割り当てられているコマンド(+記号は除かれている)が画面
に出力されます.しかし.このコマンドはホストに送信されずキーボードからの入力待ち状態に

九州大学大型計算機センター広報
Vol.23　No.6 1990 -622-



PC-9801シリーズ対応高速多機能TSS端末エミュレータ:TSSPFD(ASPEN,パソコン間通信対応版)

なります.そこで.キーボードからの入力によりコマンドを完成させ改行キーを押すと,それは

ホストに送られます.この時.後述の擬似フルスクリーンエディット機能が使用出来ます.なお.

既にある機能が割り当てられているアルファベット　キーを再度指定し.新しい機能を割り当て

ると前の機能と置き代わるようになっています.ここで行なった登録はエミュレータを終了した

時に、エミュレータ　プログラム本体があるMS-DOSの階層ディレクトリ内のファイルに書

き込まれ保存されますので,以後起動の毎に行なう必要はありません.

機能割り当て終了時に画面の問いに答えることによって.既に割り当てられているコマンドの

一覧表をプリンターに出力することも出来ます・誤ってこの画面に入った時は,匡司キーを押

すことによって元の状態に戻ることが出来ます・なお.コマンド割り当て終了後匡司一

区亘≡司を押すと,現在割り当てられているコマンド一覧がディスプレイ画面に表示されます.
ここで.適当な英数キーを押すとそれに対応するコマンドが出力されます.

10 [メニュー画面へ】

このキーの押下でもって,ターミナルエミュレータ　モードを終了し.メインメニュー画面

に戻ることが出来ます.ただし, LOGOFFコマンドを送信しない限りRS-232Cのポー

トはオ-プンされたままです.つまり.ホストとの回線は切断されていません.そこでターミナ

ルエミュレータモードを一度抜け出しファイル変換等の作業を行った後,再びTSSセッショ

ンを継続することも出来ます.

S HI FT +匡:刀 [TSSコマンドの送信]

TSSセッション開設コマンド　LOGON　を画面に表示し,後続のコマンドの入力待ち状態

になります. (変更可)

SHI FT +匡司[TSSコマンドの送信]

ハングアップ状態に陥って.中断してしまったTSSセッションを強制的に終了させるコマン

ド"LOGON CANCEL"をホストに送信します. (変更可)

SHI FT +匡!司[TSSコマンドの送信]

TSSコマンド　VERI FYTをホストへ送信します. (変更可)

S HI FT +匡司[印字モードの変更】

プリンターがコンデンス印字モードにセットされます.再度の押下でもって, HDバイカ印字

モードにセットされます.初期設定はHDバイカ印字モードになっています.ただし.この機能

は前もって匡=司キーが押されている時のみ有効です.

SHI FT +匡=司【ファイルの内容表示】

このキーを押すとドライブB (2)もしくはラムディスク(匡‡司キーが前もって押され

ている場合)上に存在するファイル名がディスプレイ画面に表示されます.そこで画面に内容を

表示したいファイル名を,カーソル移動キー　　　　日.日で正しく選択して下さい.

確認後.ファイルの内容が表示されます.ただし,表示出来るファイルはMS-DOSのテキス

トファイルである必要があります・ファイル表示中に回キーを押すと表示は一時停止されま
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す.次に.任意のキーを押すと表示が再開されます・またファイル表示中に回キーを押すと表

示は中断され.元の画面に戻ります.誤ってこの画面に入った場合は.匡司キーを押す.と元の
画面に戻ることが出来ます.

SHI FT +匡二三二司[エミュレータの各種状態表示/変更]

このエミュレータで使用出来る各種パラメータの設定状況の表示/変更を行ないます.その仕

方は4節のところで述べたのと全く同じです.ここで行なった各種のパラメータの変更は.リア

ルタイムに有効となります.

SHI FT +匡:≡∃ [入力コマンドの履歴の表示]

キーボードより入力された. TSSコマンドもしくはデータを過去にさかのぼり10個まで古

い腰に番号を付けて画面に表示します.そこで.適当な番号を入力するとそれに対応するTSS

コマンドもしくはデータがホストへ送信されます・これは前述の匡〔車∃十回郎叫

+匡夏至∃ +回と類似の機能です・匡至亘∃ +回や SHI FT +匡〔亘∃+回は
一度のキー押下では入力された?マンドが1個づつしか表示されませんが.このキーを押すと1

0個分1度に表示されます.これらは場合に応じて適当に使い分けると良いと思います.

SHI FT +匡二三司[TSSコマンドの送信】

TSSコマンド†SHOWをホストに送信します. (変更可)

SHI FT +匡二三司[TSSコマンドの送信]

TSSコマンド　END S-をホストに送信します. (変更可)

SHI FT +匡ヨ司[TSSコマンドの送信]

TSSセッション閉設コマンド　LOGOFF　をホストに送信します. (変更可)

上で説明した SHI FT +ファンクション　キーへの各種の機能割り当ては.プログラムの

内で行われています.しかし,これらの割り当ては S HI FT +匡三司～匡二二司キーを除
いて.もし必要ならばユーザが外部より各自の好みに合うように変更することが出来るようにな

っています.また,その際に匡司+ファンクションキーに対して10個と匡亘亘司+ファ
ンクションキーに10個のコマンドを割り当てることも出来ます.それは.エディタを用いて

コマンド割り当て用ファイル什TSSCOM. VOS"を前もってエミュレータプログラムがあ

るディスケット内に作り.その内に希望するコマンドを書き込んでおくことによって実現されま

す.

そのフォーマットは次のようになっています.まず. S HI FT +ファンクション　キーへ

の割り当ての場合は.第-コラムを大文字のNs竹で始め,次に1 0以下の数字を2つのコラムを

用いて書いて下さい.つまり,例えば匡=司キーに.あるコマンドを割り当てたい場合は

S02　とし.次に1つの空白を開けその後に割り当てたいコマンドを書いて下さい.ただし.

コマンドの長さは60文字以内でありかつ.その最後は*もしくは+記号で終っている必要

があります.この*　もしくは+記号の意味は.上の匡ヨ[TSSコマンドの英数キー

への登録]のところで定義したものと同じであります.よって.例えば
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S02　DEST FTO6F 0 01, ST, AB S*

とすると. SHI FT +匡:司でもって

DEST FT06FO 01. ST. AB S

なるコマンドがホストへ直ちに送られます.

一方.匝ヨ(匡夏至∃) +ファンクションキーへの割り当ては.第一コラムが大文字の

"K" ("C～)で始まる必要がある以外は SHI FT +ファンクション　キーへのコマンド割

り当ての場合と全く同様であります.もし,このような割り当てがファイル"TSSCOM.

vos　の内でなされていると. S HI FT +ファンクション　キーに関してはシステム既定値

の内容が置き換わるようになっています.ただし.ファイルTSSCOM. VOS　の内に課題

番号やパスワードを書き込むと.それらが簡単に見られることになりますので.取り扱いには十

分な注意が必要です・また匡司キーを押すとロックされるので.それを必ず元に戻すことを忘
れないようにして下さい.

5. 4　擬似フルスクリーンエディタ領能

TSSモードにおいては.擬似フルスクリーンエディタ桟能が使用出来ます.これは.デー

タセットの編集とコマンドの修正.再編集に利用出来ます.カーソルが静止している時.まずカ

ーソル移動キー日を押して下さい・すると.画面最下行のファンクションキーの機能表示と色

が変化します.これで擬似フルスクリーン　モードに入りました.その後は.カーソル移動キー

E].回.日. Bでもって画面上の任意の位置にカーソルを移動させ.ある行を適当に修
正し改行キーを押すと.その1行の内容がホストに送信されます.と同時に.ファンクションキ

ーの表示と色が元の状態に戻りTSSモードに戻ったことを示すようになっています.

従って.例えばEDITモードでデータセットを編集する場合に. LI STサブコマンドでデ

ータセットの内容を画面に必要な行数だけ表示させ.修正したい行にカーソルを移動させて編集

することが出来ます.ただし.改行キーを押す度にカーソルが元の位置に戻りますが.ラインエ

ディットに比較すれば編集がかなり楽になります.

第2節の機能概説とエミュレータ使用上の注意のところに記しているように.このエミュレー

タは画面から消え.たデータをパソコンのメモリT上に保存しています. (これを本稿ではスクロ

ールバッファと呼んでいます. )そして.それらは必要な時に取り出して利用出来るようにな

っています・擬似フルスクリーンモードに入り・カーソルを画面最上行に移動させ・更に田キ
ーを押すとウインドーが開き画面から消えていたデータが表示されます.ウインドーが開いた後

は.カーソルがウインドー画面最上行にある時D]キーを押すと画面が1行スクロールダウン

し後方のデータが表示されます・又.カーソルがウインドー画面最下行にある時. E]キーを押
すと画面が1行スクロール　アップし前方のデータが表示されます.このようなキー操作を通じ

て.自分が必要とするスクロールバッファ内のデータを画面に表示させ.それらを編集しホス

トに送信することが出来るようになっています.

このモードでの各種キー.ファンクション　キー.そして

等に剖当てられている機能は以下の通りです.
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日,日【矢印の方向へのカーソルの移動】

それぞれの矢印の方向へカーソルを移動させます・ D]キーは.カーソルが画面最上行にあっ
た時はウインドー画面を開きます.すでにウインドーが開かれている時は画面を1行スクロール

タウンさせます.回キーはカーソルがウインドー画面最下行にある時画面を1行スクロール
アップさせます.

匡司[左方向へのカーソルの移動]

カーソルを左方向へ移動させます.

匡亘至司[テキスト画面のハードコピー]

テキスト画面のハードコピーを取ります.

匹司[新しく書き込まれたデータの消去]

カーソルがある画面に新しく書き込まれたデータを消去します.

X F E R +国【画面全体の消去]
ウインドーが開いていない時に.このキーを押すと画面全体を消去します.

匡司[ウインドーのクローズ]

ウインドーを閉鎖します.

匡司[カーソルを次行の先頭へ]

カーソルを次行の先頭へ移動させます.

匝亘司[カーソル位置の文字消去]

カーソルの位置の文字を消去します.

四【インサートモードのON/OFF]

このキーを押すと挿入モードになり.それ以後に入力される文字はカーソルの位置に挿入され

ていきます.この時,カーソルがアンダーラインカーソルになり.かつ画面最下行の再左端に

"挿入汁の表示が表れて注意を促すようになっています.挿入モードから抜け出すには再度

四キーを押してください・カーソルの形も元に戻ります・

回[TSSモードへ復帰]
誤って,この擬似フルスクリTンモードに入った時は,このキーを押すと元のモードに戻り

ます.

ROL L UP [ウインドーのロールアップ]

ウインドー画面の単位でもってデータをロールアップさせます.ただし.このキー操作はウ
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インドーが開いている時のみ有効です.

ROLL DOWN [ウインドーのロールダウン】

ウインドー画面の単位でもってデータをロールダウンさせます.ただし.このキー操作はウ

インドーが開いている時のみ有効です.　　　　　　　　　　・

S HI FT +　T　[カーソルを画面最上行へ・または・ウインドー枠の最下側へ]

このキー操作で擬似フルスクリーンモードに入ると.ウインドーを直接開くことが出来ます.

ウインドー画面が開かれた後は.カーソルがウインドー画面内にある時カーソルを画面最上行に

移動させます.カーソルがウインドーの外にある時は.ウインドー枠の下側にカーソルを移動さ

せます.カーソルが画面23行にあり.かつウインドーが既に開いている場合は,このキー操作

でもってカーソルはウインドー内の前にいた位置にジャンプします.

S HI FT + I Cカーソルをデータの最後へ・または・ウインドー枠の上側へ】

カーソルがウインドー画面の内にある時は.カーソルをウインドー枠の上側に移動させます.

カーソルがウインドー画面の外にある時は,カーソルをデ-夕の最後の行に移動させます.

S HI FT +日[カーソルを行の右端へ】

カーソルを行の右端に移動させます.

S HI FT +日【カーソルを行の左端へ】

カーソルを行の左端に移動させます.

匡至亘∃ + 00　cカーソルをスクロールバッファ内のデータの先頭へ】

カーソルをスクロールバッファ内のデータの先頭に移動させます.ただし.このキー操作は

ウインドーが開いている時のみ有効です.

匡三重∃ + BJ [カーソルをス?ロールバッファ内のデータの最後へ】

カーソルをスクロールバッファ内のデ-夕の最後に移動させます.ただし,このキー操作は

ウインドーが開いている時のみ有効です.

CTRL +日[右画面へのスクロール]

スクロールバッファ1行は.アスキー文字で最大140文字のデータを保存しています.こ

のキー操作で8 0文字を越えているデータを表示させます.つまり.画面を右側にスクロールさ

せます.ただし.このキー操作はウインドーが開いている時のみ有効です.

CTR L +日[左画面へのスクロール]

上のキー操作と逆で画面を左側にスクロールさせます.ただし.このキー操作はウインドーが

開いている時のみ有効です.
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国+宙[行頚よりカーソル位置までを消去】

行頭よりカーソル位置までを消去します.カーソル位置は元のままです.

匡垂ヨ+回【カーソル位置より行末までを消去]
t

カーソル位置からその行の右端までをクリアします.カーソル位置はそのままです.

四+ F [ワード単位でカーソルを右方向に移動]

ワード単位でカーソルを右方向に移動させます.ここで"ヮ-ド付とは空白で区切られた英数字

と記号の集まりをいいます.

匡至亘司+回[ワード単位でカーソルを左方向に移動]

ワード単位でカーソルを左方向に移動させます.ここで"ヮ-ド打とは空白で区切られた英数字

と記号の集まりをいいます.

匡重罰+回[入力コマンドの呼び出し(新しい順に日

このキーを押していくと. TSSモ-ドで入力したコマンドやデータを入力したのと逆の渦序

(新しく入力した頗)でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再

度入力する手間を省くことが出来ます.ただし.呼び出せるコマンドやデータは直前に入力され

たものから. 1 0回までしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻り

その後は循環するようになっています.

SHI FT CTR L +回[入力コマンドの呼び出し(古い順に) ]

このキーを押していくと, TSSモードで入力したコマンドやデータを入力した順序(古い慣)

でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再度入力する手間を省く

ことが出来ます.ただし.呼び出せるコマンドやデータは直前に入力されたものから. 10回ま

でしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻りその後は循環するよう

になっています.

匡司+ ROLL UP 【ウインドー幅を狭くする】
ウインドー画面の幅を狭くします.ウインドー画面の帽(画面最上行からの行数)の最小値は

10です.

匡夏至司+ ROLL DOWN [ウインドー幅を広げる】

ウインドー画面の幅を広くします.ウインドー画面の幅(画面最上行からの行数)の最大値は

20です.

匡∃ [空白行を1行挿入】

カーソルの位置に空白の1行を挿入します.先頭行は上方へスクロールアップします.

匡三司[現在の行番号+5の番号付き空白行を1行挿入】
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カーソルの位置に空白の1行を挿入します.カーソルのある行が行番号付きである時は,その

行番号+5の行番号を持つ行が作り出されます・なお.匡巨亘司+匡=司でもって新しい行
番号の後にカーソルのある行の内容をコピーすることが出来ます.先頭行は上方へスクロールア

ップします.

匡二司【現在の行番号+ 1 0の番号付き空白行を1行挿入]

カーソルの位置に空白の1行を挿入します.カーソルのある行が行番号付きである時は,その

行番号+1 0の行番号を持つ行が作り出されます・なお・匡亘亘司+匡司でもって新しい
行番号の後にカーソルのある行の内容をコピーすることが出来ます.先頭行は上方へスクロール

アップします.

匡二三:司【スクロールデータの印字/ファイルへの書き込み]

このキーを押すことによって.ウインドー内のデータの一部または全部をディスクもしくはラ

ムディスク上のファイルへ.またはプリンターに出力させるこが出来ます.ただし.このキーを

押す前に出力先を決めておく必要があります.つまり.擬似フルスクリーンモードに入る前に.

匡=司(ディスクもしくはラムディスク上のファイル)もしくは匡=司(プリンター)キー

を用いて出力先を指定してください.次に.カーソルをウインドー内の出力を始めるテキストの

ところに移動させます.そして.このキ-を押してください.するとカーソルがある行が白い反

転表示に変わります・次に.回キーでカーソルを出力を終えるデータのところに移動させます・

確認後.改行キーを押すと出力が始まります.なお. E]キーで指定した範囲を修正することが

出来ます・又.誤ってこのモードに入った時は匡亘司キーで元の画面に戻ることが出来ます・

[至二三二司[文字列の前方(1)検索]

ウインドー内で.最後に検索した文字列と同じ文字列をデータの最後の方に向かって検索しま

す(前方(回)検索).検索文字列の指定は SHI FT +匡ヨ]キーで行ないます.文字
列の検索は回キーでいつでも中止させることが出来ます.

ヽ

匡=司【カーソルを5行上に移動]

カーソルを現在の位置より5行上に移動させます.最上行を越える時は画面がスクロールダ

ウンします.

匡:三司[カーソルを5行下に移動]

カーソルを現在の位置より5行下に移動させます.最下行を越える時は画面がスクロールア

ップします.

匡:二司【カーソル位置より行末までの消去】

カーソル位置から.行の右端までをクリアします.カーソル位置はそのままです.なお,

匡司+回にも同じ機能を持たせてあります・

匡三司[行番号の右より行末までの消去】
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行番号つきのデータセットをエディット　コマンドで編集している場合.このキーを押すと行

番号の次のカラムより行の右端までをクリアします.よって.このキーを押した後に.改行キー

を押すことによってその1行の内容がデータセットより消去されます.

匡‡王司[80文字を越える行の編集]

ディスプレイ画面において,アスキー文字で8 0文字以上にわたるデータを編集したい時に.

このキーを押して下さい.するとカーソルがある行が白色に反転します.これにより, 160文

字までのデータを編集の対象にすることが出来ます.修正後.改行キーを押すことによって最大

1 60文字のテ一夕がホストに送信されます.この指定を取り消す時は.このキーを再度押して

下さい.すると,元の表示に戻り指定を無効にすることが出来ます.

SHI FT +匡三∃ [空白行を2行挿入】

カーソルの位置に空白の2行を挿入します.先頭の2行は上方へスクロールアップします.

SHI FT +匡三二司[現在の行番号+ 1の番号付き空白行を1行挿入]

カーソルの位置に空白の1行を挿入します.カーソルのある行が行番号付きである時は.その

行番号+1の行番号を持つ行が作り出されます・なお.匡王室司+ SHI FT +匡=司で
もって新しい行番号の後にカーソルのある行の内容をコピーすることが出来ます.先頭行は上方

へスクロール　アップします.

SHI FT +匡二司【現在の行番号+2の番号付き空白行を1行挿入】

カーソルの位置に空自の1行を挿入します.カーソルのある行が行番号付きである時は.その

行番号+2の行番号を持つ行が作り出されます・なお.匡垂司+ SHI F T +匡=司で
もって新しい行番号の後にカーソルのある行の内容をコピーすることが出来ます.先頭行は上方

へスクロール　アップします.

SHI FT +匡≡司[文字列の前方(1)/後方(I)検索]

ウインドー内で.文字列の検索を行ないます・まず.カーソル移動キー田. B]でもって.

指定する文字列の検索方向(前方E]か後方B] )を選択して下さい.次に,検索する文字列を
入力してください.日本語も入力出来ます.入力出来る文字数はアスキー文字で40文字です.

この作業を中止したい時は,匡亘司キーで元の状態に戻ります.文字列を入力後.改行キーを
押すとカーソルの位置から指定した方向に検索が始まります.見つかると文字列が黄色の反転で

表示されます.文字列の検索動作は,最初に文字列を見つけるとそれで終了します.以後.引き

続き同じ文字列を検索したい時は,匡三司キー(前方検索回).または S HI FT

匡三司キー(後方検索B] )を押して下さい・文字列の検索は[重司キーでいつでも中止出
g^Sl

文字列を指定する際に.過去'1 0回までの検索と同じ文字列については.画面最下行に表示さ

れているファンクション　キーにより1回のキー押下での入力が可能です.このプログラムでは.

常に最大1 0個までの文字列をファンクション　キーに登録しており.新たに入力された検索文

字列がすでに重縁済みのいずれの文字列とも異なる場合に限り.最も古い登録文字列を削除し,

新たに入力された文字列をファンクション　キーに登録します.
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なお.ファンクション　キーの表示部には5文字分しか表示されていませんが,登録は最大40

文字までなされています.従って.長い文字列もファンクションキー1回の押下で入力出来ま

す.

SHI FT +匡=司[文字列の後方(I)検剰

ウインドー内で.最後に検索した文字列と同じ文字列をデータの最初の方に向かって検索しま

す(後方( T )検索) ) ・文字列の検索は匡司キーでいつでも中止させることが出来ます.

SHI FT +四【カーソルを10行上に移動]

カーソルを現在の位置より1 0行上に移動させます.最上行を越える時は画面がスクロールダ

ウンします.

SHI FT + [至=司【カーソルを10行下に移動]

カーソルを現在の位置より1 0行下に移動させます.最下行を越える時は画面がスクロールア

ップします.

SHI FT +四【行頭よりカーソル位置までを消去]

行頭よりカーソル位置までをクリアします.カーソル位置はそのままです.なお.

CTRL +国にも同じ機能を持たせてあります.

SHIFT +匡二三司【1行消去]

カーソルのある行の内容を消去します.スクロールバッファからもこの行は消去されていま

す.カーソルの位置は変化しません.

XFE R +匡ヨ[現在の行番号+5の行の挿入(行番号のみ変化日

カーソルのある行の内容をコピーした新しい1行が作り出されます.カーソルのある行が行番

号付きである時は.その行番号+5の行番号が付けられます.先頭行は上方へスクロールアップ

します.

XFE R +匡=司【現在の行番号+1 0の行の挿入桁番号のみ変化) 】

カーソルのある行の内容をコピーした新しい1行が作り出されます.カーソルのある行が行番

号付きである時は,その行番号+1 0の番号が付けられます.先頭行は上方へスクロールアップ

します.

匡王室司+ SHI FT +匡=司【現在の行番号+ 1の行の挿入(行番号のみ変化日

カーソルのある行の内容をコピーした新しい1行が作り出されます.カーソルのある行が行番

号付きである時は,その行番号+ 1の行番号が付けられます.先頭行は上方へスクロールアップ

します.

XFE R SHI FT +匡=司【現在の行番号.+2の行の挿入(行番号のみ変化) ]
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カーソルのある行の内容をコピーした新しい1行が作り出されます.カーソルのある行が行番

号付きである時は,その行番号+2の行番号が付けられます.先頭行は上方へスクロールアップ

します.

5. 5　グラフィック機能

このエミュレータには前述したように色々なモードがありますが.グラフィック機能はTSS

とUTSの両モードの下でのみ使用可能です.ホスト　コンピュータのグラフィックユーティリ

ティやアプリケーションを利用する時には. I NSTALL. EXEプログラムもしくは

SHI FT +匡ヨキーを用いて前もってエミュレートするグラフィック端末名を選択して
おく必要があります(第4節参照のこと) .

また,この版よりアドレス付の文字を端末に送ってくるグラフィック　ソフトにも正しく対応

出来るようになりました.このようなソフトを利用する場合は.データを受信する直前に

SHI FT +匡ヨキーを押し.機能選択メニュー画面でアドレス付き文字を【使用する"を
選んで下さい.そして.グラフィック図が描画された後は.元の状態("使用しない叶)に戻して

下さい.さもないと.その後の全ての受信文字がグラフィック文字で措かれてしまい.見にくく

なると同時にコマンドやデータが揺集出来なくなってしまいます.

これらの設定後は.ユーザーは特に"グラフィック"と言うことを意識する必要はありません.

つまり.グラフィック専用端末を使用している時と同じように対応すればよいわけです.

グラフィック使用可能状態でグラフィック処理に畢利なように匡亘至司+ファンクション
(匡::司)キーと,その他2-3のキーにグラフィック処理関係の色々な機能が割り当てられ
ています.以下で.それらを説明します.

匡壁司+匡二三三! 【グラフィック画面の消去]

グラフィック画面を消去します.テキスト画面はそのままです.

GRPH +匡三司【グラフィック画面用の枠を措く/消す】

グラフィック画面の使用可能領域を表わす枠を描きます.もう一度.このキーを押すと枠が消

mmm

GRPH +田【グラフィック図の小サイズのハードコピー]

このキーを押すことによって.グラフィック画面の′j、サイズのハードコピーが取れます.

この時,画面の問いに答えることによってハードコピーにキャプションを付けることも出来ます.

キャプションには日本語も入力可能です.キャプションが必要でない時は.単に改行キーを押し

て下さい.

匡車重司+匡司[グラフィック図の大サイズのハードコピー]

このキーを押すことによって.グラフィック画面の大サイズのハードコピーが取れます.

この時.画面の問いに答えることによってハードコピーにキャプションを付けることも出来ます.

キャプションには日本語も入力可能です.キャプションが必要でない時は,単に改行キーを押し
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て下さい.

匡亘至司+匡=司[画面最下行の機能名の消去/復活]

画面最下行(24行)に表示されているファンクション　キーの機能名を消します.これによ

って全画面が使用可能状態になります.元の状態に戻したい時は,任意のファンクション　キー

を押して下さい.

GRP H +田[テキスト画面の消去】

テキスト画面を消去します.グラフィック画面はそのままです.

GRPH +匡二二司　隅解像度グラフィックモ-ドの終了/開始]

高解像度グラフィック　モードに設定します.このモードではホスト　コンピュータから送られ

て来る1024×800ドットのグラフィック　データを画面表示と仕別に.パソコンのグラフ

ィック義VRAMに記録します・グラフィックを描いた後に.匡亘至司+田もしくは
GRP H +匡=司キーを押すと.グラフィック裏VRAMに記録されたデータを用いて高解
像度のハードコピーを取ることが出来ます.再度の押下でもって.元のグラフィック　モードに

戻ります.なお.高解像度グラフィック　モードにしてもディスプレイ画面に措かれる図が高解

像度になるわけではありません.これは,あくまでもハードコピーに関する機能であることに注

意して下さい.また,この機能はグラフィック裏VRAMの存在しないPC-98

とPC-9801Uでは使用出来ません.

01 (無印)

通常のグラフィック　モードと高解像度グラフィック　モードでの.それぞれのハードコピーの

具体的例は文献【9]の図1と図2を参照して下さい.

GRP H +匡:=司【プロッター用ファイルのオープン/クローズ]

このキーを押すことによって.ディスプレイ画面に描かれるグラフィック図をプロッターへ出

力するためのデータ　ファイルを作ることが出来ます.ディスプレイ画面にグラフィック図を描

く直前に.このキーを押して下さい.すると.ディスプレイ画面はドライブB (2)もしくはラ

ムディスク(田キーが前もって押されている場合)上に存在するファイル名を表示しま
す.そこで,プロッター用グラフィック　データを格納するためのファイル名を画面の指示に従

って正しく入力して下さい. (このエミュレータではファイル名としては.英数カナ文字しか許

されませんので注意して下さい. )するとプロッタ一同データを記録するファイルがオープンさ

れ.これ以降画面に表示されるグラフィック　データがプロッター用データに変換されファイル

へ書き込まれます.ファイルへの記録を終える時は.このキーを再度押して下さい.その時.プ

ロッター用ファイルのクローズが行なわれデータのファイルへの書き込みは終了します.誤って

この画面に入った場合は.匡司キーを押すと元の画面に戻ることが出来ます・
このようにして.記録されたプロッタ一周グラフィック　データは次に述べるように簡単にプ

ロッターに出力することが出来ます.まず.匡ヨキーを押してエミュレータの内から直接
MS-DOSに入るか.もしくはエミュレータを終えてMS-DOSに戻って下さい.次に,プ

ロッターがセントロニクス　インタフェースでプリンターとしてパソコンに接続されている場合

は. MS-DOSのコマンド持ちの状態において
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COPY　プロッター用データ　ファイル名　PRN団

として下さい.一方.プロッターがRS-232Cインタフェースでパソコンに接続されている

場合は.

COPY　プロッター用データ　ファイル名　AUX回

として下さい.するとプロッターが作餌を開始します.

ただし,使用するプロッターの機種を前もって SHI FT +匡=司キーを押すことによっ
て,正しく選択しておく必要があります.プロッターによる作図例は文献[9]の図3を参照し

て下さい.

匡壁司+四【グラフィック図のディスクへの書き込み】

このキーを押すことによって,ディスプレイ画面に描かれているグラフィック図をディスケッ

トもしくはラムディスク(匡:ヨキーが前もって押されている場合)上に書き込むことが出来
ます.まず,ディスプレイ画面にドライブB (2)もしくはラムディスク上に存在するファイ

ル名が表示されます.そこで.グラフィックデータを格納するためのファイル名を画面の指示

に従って正しく入力して下さい(ファイル名に日本語も可).するとグラフィック図のディスケ

ットへの.もしくはラムディスクへの書き込みが始まります.誤ってこの画面に入った場合は,

匡司キーを押すと元の画面に戻ることが出来ます.

グラフィック端末として,テクトロのT4010とT4014を選択している場合は.モノク

ロ　グラフィック　データがディスクに書き込まれます.一方.富士通のF9432Aを選択して

いる場合は,モノクロとカラー用の3つのファイル,合計4つのファイルが作られます.具体的

には.ファイル名として-GRAPH. TST"と入力した時.モノクロ用ファイル

付GRAPH. TST　そして3つのカラー用ファイル　GRAPH. RED竹　GRAPH.

GRN【. IGRAPH. BLU　が作られます.カラー用ファイルのそれぞれは,カラーの3原

色RGBに対応しています.

このようにして作られたグラフィック　データは.後で各種のグラフィック処理ユーティリテ

ィやワープロソフトの図形処理機能を用いて編集・加工することが出来ます.編集・加工の具体

的例にっていは.文献[9]を参照して下さい.

グラフィック処理中にホスト　コンピュータよりクロスヘアカーソルオータを受け取ると画

面上に"「-型のグラフィック　カーソルが表示されます.このグラフィック　カーソルは,一番最

初グラフィック使用可能領域の左下隅に表れます.この時ファンクション　キーの機能名が画面

最下行に表示されていますと.それと重なって少し見にくいのでよく注意して見て下さい.この

グラフィック　カーソルの移動に関して,以下のような機能が各種キーに割り当てられています.

ユーザーが必要な位置まで次に説明するキーを用いてグラフィック　カーソルを移動させた後.

スペース　キーを押すとエミュレータはグラフィック　カーソルの位置をホスト　コンピュータへ

転送します.

日[グラフィックカーソルを速く右方へ]

グラフィック　カーソルを速いピッチで画面右方へ移動させます.
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E] [グラフィックカーソルを速く左方へ]

グラフィック　カーソルを速いピッチで画面左方へ移動させます.

且【グラフィックカーソルを速く上方へ]

グラフィック　カーソルを速いピッチで画面上方へ移動させます.

E] [グラフィックカーソルを速く下方へ】

グラフィック　カーソルを速いピッチで画面下方へ移動させます.

S HI FT +日[グラフィックカーソルをゆっくり右方へ]

グラフィック　カーソルを遅いピッチで画面右方へ移動させます.

SHI FT +日[グラフィックカーソルをゆっくり左方へ】

グラフィック　カーソルを遅いピッチで画面左方へ移動させます.

S HI FT +CD tグラフィックカーソルをゆっくり上方へ]

グラフィック　カーソルを遅いピッチで画面上方へ移動させます.

S HI FT +且[グラフィックカーソルをゆっくり下方へ】

グラフィック　カーソルを遅いピッチで画面下方へ移動させます.

G RPH +田【グラフィックカーソルを画面左下隅へ]

グラフィック　カーソルを画面上のグラフィック使用可能領域の左下隅へ移動させます.

G RP H +匡::司【グラフィックカーソルを画面中央へ]

グラフィック　カーソルを画面上のグラフィック使用可能領域の中央へ移動させます.

匡亘亘司+日【グラフィックカーソルを右斜め上方へ]

グラフィック　カーソルを右斜め上方へ移動させます.

G RP H +団[グラフィックカーソルを右斜め下方へ]

グラフィック　カーソルを右斜め下方へ移動させます.

G RP H +且[グラフィックカーソルを左斜め上方へ]

グラフィック　カーソルを左斜め上方へ移動させます.

G RP H +日[グラフィックカーソルを左斜め下方へ]

グラフィック　カーソルを左斜め下方へ移動させます.
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匡亘司[グラフィックカーソルの表示の終了]

グラフィック　カーソルの表示を終了させます.

図1にSAS/GRAPHを用いてのアドレス付き文字を含むグラフィック　データの描画例

を載せています.プリンターは日本電気のPC-PR201CL [13]を使用しました.出来

上がりは,投稿論文の原図としても使用できる品質だと思われます.

5. 6　ASPENモードでの使用法

TSSモードにおいて, -ASPEN"と入力すると自動的にASPENモードになります.そ

の後は,フルスクリーンモードでのエディトが可能になります.作業終了後, ASPENを終

了するコマンドを投入すると画面はもとのTSSモードに自動的に復帰します.

このASPENモードにおいても,他のモ-ドと同様に各種キーに種々のコマンドや機能が割

当てられています.以下それらについて説明します.なお, ASPENの使用方法の詳細は文献

【2]を参照して下さい.

匡至至二司[ブレーク信号の送信】

アテンションを発生させます.つまり.ブレーク信号をホストに送ります.

SHI FT STO P

回線の強制的切断を行います. TSSの　LOGOFF竹コマンドを実行して, TSSセッショ

ンを終えた後も電話回線が切れないホスト　コンピュータ　システムに対して有効です.

匡亘亘ヨ[テキスト画面のハードコピー]

画面のハードコピーが取れます.

国[画面の再表示】
画面の再表示を行います.画面に誤った入力をしてしまった時や.通信状態の不良により画面

にエラーメッセージが表示された時などに.このキーを押すと元の画面が再表示されます.

田.団.日,臼[矢印の方向へカ-ソルを移動]

それぞれの矢印の方向へカーソルを移動させます.

匡司[カーソルを左方向へ移動]

カーソルを左方向へ移動させます.

匡亘車司[カーソルをホームポジションへ]

カーソルをホームポジション(画面0行0列)に移動させます.

回【カーソルを次行の先頭へ]

九州大学大型計算機センター広報
Vol.23　No.6 1990 - 636



PC-9801シリーズ対応高速多機能TSS端末エミュレータ:TSSPFD(ASPEN,パソコン間通信対応版)

カーソルを次行の先頭へ移動させます.

[重司[カーソル位置の文字の消去]

カーソルの位置の文字を消去します.

匡亘司[インサートモードのON/OFF]

このキーを押すと挿入モードになり.それ以後に入力される文字はカーソルの位置に挿入され

ていきます.この時..カーソルがアンダーラインカーソルになり,かつ画面最下行の再左端に

澗入"の表示が表れ注意を促すようになっています・挿入モードから抜け出すには再度匡二重B]
キーを押してください.カーソルの形も元に戻ります.

四[カーソルを先頭行の下へ】

カーソルが現在位置している行の行番号の終った位置より最初に表れる英数記号の位置の真下

に移動します.この機能とASPENの複数行挿入コマンドを用いますと,多くのステートメン

トを比較的容易に挿入することが出来ます.

匡至亘司+宮[受信データ表示の一時停止/再開〕

データを受信中に,このキーを押すとデータの受信を一時中断して見ることが出来ます.再度

の押下で再開します.ただし,この機能はホストがフロー制御をサポートしている時のみに有効

であることに注意して下さい.これは. ASPENモード下でTSSコマンド等を実行させてい

る時などに.便利に利用出来ます.

匡夏至∃ +回【カーソルを行の右端へ】

カーソルを行の右端に移動させます. S HI FT

匡垂∃ +国[カーソルを行の左端へ】

カーソルを行番号の左端に移動させます.

+日にも同じ機能をもたせています.

S HI FT +日にも同じ機能をもたせています.

匡垂∃十回【カーソル位置より行末までの消去]

カーソル位置からその行の右端までをクリアします.カーソル位置はそのままです.

匡至亘∃ +回【ワード単位でカーソルを右方へ移動]

ワード単位でカーソルを右方向に移動させます.ここで"ヮ-ド叶とは空白で区切られた英数字

と記号の集まりをいいます.

匡重司+回[ワード単位でカーソルを左方へ移動]

ワード単位でカーソルを左方向に移動させます.ここで"ヮ-ド竹とは空白で区切られた英数字

と記号の集まりをいいます.

匡司+回[回線エラー時のデータの再送信]
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改行キーを入力後.通信状態の不良のために送信エラーが起こった時.このキーを押すとその

直前の一連のASPEN上の操作を再度ホスト側に送信します.これによって長いコマンドやプ

ログラムの修正を再入力する手間が省けます.

匡[亘司+回[入力コマンドの呼び出し(新しい順で) ]

このキーを押していくと, TSSモードで入力したコマンドやデータを入力したのと逆の順序

(新しく入力した順)でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再

度入力する手間を省くことが出来ます.ただし.呼び出せるコマンドやデータは直前に入力され

たものから, 1 0回までしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻り

その後は循環するようになっています.

SHI FT CTRL +回【入力コマンドの呼び出し(古い順で) 】

このキーを押していくと, TSSモードで入力したコマンドやデータを入力した順序(古い腰)

でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再度入力する手間を省く

ことが出来ます.ただし.呼び出せるコマンドやデータは直前に入力されたものから, 10回ま

でしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻りその後は循環するよう

になっています.

SHI FT +日[カーソルをデータ画面の最上行へ】

カーソルをテキスト画面の最上段に移動させます.

SHI FT + Q] cカーソルをデータ画面の再下行へ】

カーソルをテキスト画面の最下段に移動させます.

SHI FT +日[カーソルを行の右端へ]

カーソルを行の右端に移動させます.匡垂司+回にも同じ機能を持たせています.

SHI FT +日【カーソルを行の左端へ]

カーソルを行の左端に移動させます. CTRL +国にも同じ機能を持たせています.

このエミュレータでは.パソコンのファンクションキーの田から匡ヨ司,そして
ROL L UP

SHI FT

ROL L DOWN

RO LL UP

2個のキーが専用端末のP Fキーの

キーまでの計1 2個のキーが専用端末のPFキーの

S HI FT

SHI FT

P F13

S HI FT

RO LL DOWN

P F24

+匡ヨ司.
キーまでの計1

までに対応します.そして,これ

らのキーにASPEN特有の機能が割当てられています.これらの機能割当てはこの節の最後で

説明するような特別なことをしない限り,匡コヨキーを除いて以下のようなホストシステム
の設定した標準値になっています.

匡:王1 【メッセージのHELP情報の表示]
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このキーを押すと.直前に画面に出力されたメッセージに対する詳細な解説が表示されます.

(変更可)

匡::司[画面再表示]

このキーを押すと,画面に表示されている内容が直前の状態に戻ります. (変更可)

[至二三二司

未割当て

匡二三司[画面の2分割】

このキーを押すと.アクティブ画面が半分のところで上下に分割されます.既に.画面が分割

されている状態では画面分割が解除されます. (変更可)

匡ヨ[アクティブ画面の変更]

このキーを押すと.アクティブ画面の切換が行なわれます.ただし,このキー操作は画面が既

に分割されている時のみ有効です. (変更可)

[至二三司

未割当て

田[左画面へのスクロール】

このキーを押すと.画面が36カラム左方向へスクロールします. (変更可)

匡=司【右画面へのスクロール】

このキーを押すと.画面が36カラム右方向へスクロールします. (変更可)

匡二ヨ[上画面へのスクロール】

このキーを押すと.画面が半画面上方向へスクロールします. (変更可)

1 0 [下画面へのスクロール】

このキーを押すと,画面が半画面下方向へスクロールします. (変更可)

R OL L UP [現在の処理の終了]

このキーを押すと,実行中の機能が終了して.現在の画面を呼び出した元の画面に戻ります.

編集中のデータは保存されます. (変更可)

ROLL DOWN 【カーソルをコマンド投入領域へ]

このキーを押すと.カーソルがコマンド投入領域の先頭に移動します. (変更可)
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SHI FT +匡=∃ [文字列変更の繰返し]

このキーを押すと,直前に指定した文字列の変更の実行を繰返します. (変更可)

SHI FT +匡司【文字列検索の繰返し]

このキーを押すと.直前に指定した文字列の検索の実行を繰返します. (変更可)

SHI FT

末割当て

SHI FT

未割当て

SHI FT

+匡二司

+匡=司

+匡:ヨ[カナ漢字変換データの置換】

このキーを押すと,カナ漢字変換が開始されます.ただし.入力した漢字データは指定した箇

所のデータと置き換えられます. (変更可)

SHI FT +匡=司[カナ漢字変換デ-夕の挿入】

このキーを押すと.カナ漢字変換が開始されます.ただし,入力した漢字データは指定した箇

所のデータの後に挿入されます. (変更可)

SHI FT

末割当て

SHI FT

未割当て

SHI FT

+匡:司

+匡三司

+匡司【先頭行をカレント行に]

このキーを押すと.カレント行がデータの先頭行に位置づけられます. (変更可)

SHI FT +匡コ二司【最終行をカレント行に]

このキーを押すと.カレント行がデータの最終行に位置づけられます. (変更可)

SHI FT

未割当て

SHI FT

RO L L UP

RO L L DOWN [やり直し]

このキーを押すと.直前に実行した編集コマンドの処理を取消し,そのコマンドが実行される

前の状態に戻されます. (変更可)
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上で記した機能の説明の詳細は.文献[2]を参照して下さい.

このエミュレータでは,これらの標準的機能割当てを専用端末と同じようにユーザが自分の好

みに合うように定義出来るようになっています.その為にはまずASPENを起動し.機能選択

メニュー画面から「環境定義情報の更新(@ENVIRON) 」を選んで下さい.次に.環境定

義機能選択メニュー画面から「PFキーの割り当て(OPFKEY) 」を選ぶとPFキ-割当て

画面が表示されます.ここで画面の指示に答えていくと.専用端末のPFキーに対応するキーの

機能が変えられたことになります.この点の詳細は文献[2]を参照して下さい.次に.パソコ

ン側の設定を変更する必要があります.それにはエディタを用いて次の様な文法に従って.

ASPEN_PF. REG　なるテキスト　ファイルを作りエミュレータ本体と同じディレクト

リ下に入れて下さい.先ず.半角数字2文字を用いて変更したいパソコン側のファンクション

キーの番号を書きます.次に.半角の空白を1個とりpPF什もしくは"pA"なる文字の後に専用端末

でのPFキーの番号を半角文字で書きます.そして最後に半角の1個の空白を入れた後.半角で

5文字分の範餌で機能名を書いて下さい・例えば.パソコンの匡二:司キーを上で設定した専用

端末での匡司キーに対応させ. ^'ソコン側の表示機能名を頂度"としたければ

09　PF24　再度

とし下さい.このように機能表示名に日本語も使用出来ます.これで.全ての設定が終ったこと

になります.

5. 7　-穀的注意事項

・コマンドの投入は,必ずカーソルが静止した状態で行って下さい.また各種ファンクション

キーを連続的に押さないで下さい.さもないと,プログラムがハングアップする場合があり

mm

・入力時のエラー処理は出来るだけ行っていますが.まだ完全ではありませんのでコマンド.

ファイル名等の入力は正確に行って下さい.しかし,エラーでプログラムがハングアップし

ても再起動すれば問題なく動作します.

・同じキーがモードによっては異なった機能を持っている場合がありますので,注意して下さ

い.

1 20OBPS以上で大量のデータを受信しながら.並行印刷を行う場合にはプリンタバ

ッファが必要です.しかし.ラムディスク上へのファイルの書き込みは9600BPS (ディ

スケットへの書き込みは480OBPS)まで正しく追従出来ますので,プリンタ　バッフ

ァのない場合には.表示データを一旦パソコン上のファイルに書き込み. TSSセッション

終了後それをプリント出力する方法をとって下さい.

・パソコン上のファイル名はMS-DOSの文法に従います.つまり. 8文字までの主ファイ

ル名.ピリオドと3文字までの拡張子より成ります.拡張子はなくても構いません.

・パソコン上の入出力ファイル名には,パス名は指定出来ません.つまり,このプログラムは

入出力ファイルに関しては階層ディレクトリをサポートしていません.

・エミュレータの各種パラメータの変更や英数キーに新しくコマンドを登録した時は.それら

のパラメータ値とコマンドを記録するためのファイルがドライブA (1)上のディスケット

内に作られます.よってディスケットにプロテクト　シールを貼らないで下さい.
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6.ファイル変換ユーティリティ

メイン　メニュー画面で「 (2)ファイル変換ユーティリティ」を選ぶと.以下のようなサブ

メニューが表れます.

1.行番号のない文を取り除く

2.行番号を取り除く

3.行番号をつける

4.ファイルの転送

この内より,必要なメニュー番号を選び画面の問いに正しく答えていくと.番号1-4に対応し

て,それぞれ次のようなファイル変換が行われます.ただし.ファイル変換の対象ファイルは

MS-DO Sのテキスト　ファイルでなくてはなりません.

1.行番号のない文を取り除く

ファイルに記録したデータより,先頭に行番号が付いていないデータを全て取り除く.これに

より,例えば先頭に行番号が付いたソースプログラムのみの.新しいファイルが作られる.

2.行番号を取り除く

ファイルに記録したデータより.先頭に行番号が付いていないデータを全て取り除き,かつ行

番号も取り除く.これによって.例えばカ-ド　イメージでのソース　プログラムの新しいファ

イルが作られる.

3.行番号をつける

ファイル内のデータの先頭に, 0000 10で始まり10きざみに増加する行番号を付けた新

しいファイルが作られる.

4.ファイルの転送

ラムディスク上にあるファイルをドライブB (2)のディスケット上にコピー(退避)する.

なお. 1　に対しては匡三ヨキーの押下によってファイル変換の対象ドライブ(ドライブ

B (2)もしくはラム　ディスク)の切り替えが出来るようになっています.また, 1-3に関

しては,変換前のファイル名と変換後のファイル名を同じにすることは出来ません.誤ってこの

サブメニューに入った場合匡司キーを押すことよって,メインメニューに戻ることが出来ま

す.

ねrn vt
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メイン　メニュー画面で「 (3)終了」を選ぶと.プログラムを終了させMS-DOSに戻る

ことが出来ます.なお, MS-DOSに戻っても通信回線のポートはオープンされたままになっ

ていますので. TSSの作業を終える時には前もって必ず榊LOGOFF　コマンドを実行してお

く必要があります.再度.エミュレータを実行する場合はMS-DOSのプロンプトが出ている

状態で. "TSSPFD　ボーレート　VOS3"とキーインして下さい.

8.パソコン間通信の積能

TS Sモードにおいて SHI F T R O L L UP キーを押すことによって.パソコン間

通信モードへ移行します.この状態で公衆回線を通じて相手を呼出すと.相手先のパソコンと通

信をすることが出来ます.この時.一方のモデムを"送信モード叶に他方のモデムを"受信モード"

にしておく必要があります.これにより,パソコンのキーボードをたたくことによって大型計算

機センターのホストコンピュータを経由しないで,研究者同士で気軽に情報交換が出来ます.

このモードでは.前節で説明したTSSモードでの機能からグラフィック関係の機能を除いた

ほとんど全ての機能が利用できます.つまり,ファイルの送受信や擬似フルスクリーンエディト

機能などの便利な積能も正しく動作します.ファイルの送受信に関しては.適当なファイル変換

を行なうとテキストファイルのみ鳴らず.バイナリーファイルも送受信することが出来ます.な

お.バイナリーファイルとは実行形式のプログラム.画像データ,ワープロの文書ファイル等の

ことです.これにより.より濃度の濃い情報も簡単に相手と交換することが出来るようになりま

す.この種のファイル変換ソフトとして有名なものに.石塚匡哉氏制作のi sh 【19】があり

ます.これはフリーウェアと呼ばれるソフトの一つですので.本稿の著者の一人(渡辺)に連緒

していただけるとお渡し出来ます.連絡先については.第14節を見て下さい.ただし.使用及

び再配付については, i s hについている注意書きを良く読んで下さい.

また.このパソコン間通信モードでは,各種の民間ベースのパソコン通信サービスも利用でき

ますが.本エミュレータはその利用を主目的としていませんので.多少不便な点があるかの知れ

ません.

以下で,各種キーに割当てられている機能のうち,前節で説明した機能と異なるものを説明し

ておきます.

ROLL UP

未使用.

R OL L DOWN

未使用.

S HI FT ROLL UP 【TSSモードへ】

TSSモードへ移ります.全てのパラメータがTSSモード用に変更されます.

S HI FT ROLL DOWN [UTS (UNI X)モードへ】

UTS (UNIX)モードへ移ります.全てのパラメータがUTS (UNIX)モード用に変
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更されます. UTS (UNIX)モードでの操作法にっては文献【1]を参照して下さい.

匡司+回
機能しません.

SHI FT

未登録.

SHI FT

*Sサ.

SHI FT

未登録.

SHI FT

未登録.

SHIFT

未登録.

SHI FT

+匡二ヨ]

+匡=司

+匡三司

+匡三二司

+匡=司

1 0

未登録.

グラフィック機能は全て動作しません.

9. TSSモードにおける変更点と追加穏健

このモードで次の様な変更と機能追加があります.

ROL L UP [UTS (UNIX)モードへ]

UTS (UNIX)モードへ移ります.全てのパラメータがUTSモード用に変更されます.

UTSモードでの詳しい使用方法は文献【1】を参照して下さい.

ROLL DOWN 【pFDモードへ】

FACOMのMSPのPFDモードへ移ります.全てのパラメータがMSPのPFDモード用

に変更されます. PFDの操作法にっては文献[3]を参照して下さい.

SHI FT RO L L UP

九州大学大型計算機センター広報
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第8節で説明したパソコン間通信モードへ入ります.全てのパラメータがパソコン間通信モー

ド用に変更されます.詳細は8節の説明を参照して下さい.

匡至:亘司+回【入力コマンドの履歴の呼び出し(新しい順に白

このキーを押していくと, TSSモードで入力したコマンドやデータを入力したのと逆の順序

(新しく入力した順)でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再

度入力する手間を省くことが出来ます.ただし,呼び出せるコマンドやデータは直前に入力され

たものから. 1 0回までしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻り

その後は循環するようになっています.

SHI FT +匡夏至∃+回[入力コマンドの履歴の呼び出し(古い順に) 】

このキーを押していくと, TSSモードで入力したコマンドやデータを入力した嘱序(古い慣)

でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再度入力する手間を省く

ことが出来ます.ただし,呼び出せるコマンドやデータは直前に入力されたものから. 10回ま

でしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回E]に戻りその後は循環するよう

になっています.

匡司【プリンタ用紙の改頁】

プリンタ用紙の改頁を行ないます.

SHI FT +匡司[TSSコマンドの送信]

ハングアップ状態に陥って.中断してしまったTSSセッションを強制的に終了させるコマン

ド"LOGON TSS CANCEL-をホストに送信します. (変更可)

SHI FT +匡三ヨ【TSSコマンドの送信〕

TS Sコマンド"LS【をホストへ送信します. (変更可)

SHI FT +匡三司【ファイルの内容表示]

このキーを押すとドライブB (2)もしくはラムディスク(匡=ヨキーが前もって押され
ている場合)上に存在するファイル名がディスプレイ画面に表示されます.そこで画面に内容を

表示したいファイル名を.カーソル移動キー　　　　臼,臼で正しく選択して下さい.
確認後,ファイルの内容が表示されます.ただし.表示出来るファイルはMS-DOSのテキス

トファイルである必要があります・ファイル表示中に回キーを押すと表示は一時停止されま

す.次に.任意のキーを押すと表示が再開されます・またファイル表示中に回キーを押すと表

示は中断され.元の画面に戻ります.誤ってこの画面に入った場合は,匡司キーを押すと元の
画面に戻ることが出来ます.

SHI FT +　f　　　　入力コマンドの履歴の表示】

キーボードより入力された, TSSコマンドもしくはデータを過去にさかのぼり10個まで古い

順に番号を付けて画面に表示します.そこで,適当な番号を入力するとそれに対応するTSSコ
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マンドもしくはデータがホストへ送信されます.これは前述の

+国+回と類似の機能です・ CTRL
CTRL

S HI FT

一度のキー押下では入力されたコマンドが1個づつしか表示されませんが.このキーを押すと1

0個分1度に表示されます.これらは場合に応じて適当に使い分けると良いと思います.

SHI FT +匡二三二司【TSSコマンドの送信]

TSSコマンド什TERM LINESI ZE (136) "をホストに送信します. (変更可)

SHI FT +匡=司[TSSコマンドの送信]

TSSコマンド'WHO竹をホストに送信します. (変更可)

10.擬似フルスクリーンエディタモードでの変更点と追加頑健

このモードで次の様な変更と機能追加があります.

ROL L UP [ウインドーのロールアップ]

ウインドー画面の単位でもってデータをロールアップさせます.ただし.このキー操作はウ

インドーが開いている時のみ有効です.

RO L L DOWN [ウインドーのロールダウン]

ウインドー画面の単位でもってデータをロールダウンさせます.ただし,このキー操作はウ

インドーが開いている時のみ有効です.

四十回[入力コマンドの呼び出し(新しい順に) 】

このキーを押していくと, TSSモードで入力したコマンドやデータを入力したのと逆の順序

(新しく入力した慣)でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再

度入力する手間を省くことが出来ます.ただし.呼び出せるコマンドやデータは直前に入力され

たものから. 1 0回までしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻り

その後は循環するようになっています.

S HI FT CTRL +回【入力コマンドの呼び出し(古い順に) ]

このキーを押していくと. TSSモードで入力したコマンドやデータを入力した順序(古い順)

でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再度入力する手間を省く

ことが出来ます.ただし.呼び出せるコマンドやデータは直前に入力されたものから, 10恒は

でしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻りその後は循環するよう

になっています.

CTRL R O L L U P [ウインドー幅を狭くする]

ウインドー画面の幅を狭くします.ウインドー画面の幅(画面最上行からの行数)の最小値は
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10です.

匡夏至∃ + ROLL D OWN [ウインドー幅を広げる]

ウインドー画面の幅を広くします.ウインドー画面の幅(画面最上行からの行数)の最大値は

20です.

1 1.グラフィック　モ-ドでの変更点と追加項能

第1節で述べたように,この版よりアドレス付の文字を端末に送ってくるグラフィックソフト

にも正しく対応出来るようになりました.このようなソフトを利用する場合は.データを受信す

る直前に SHI FT +匡司キーを押し,機能選択メニュー画面でアドレス付き文字を一便
用する"を選んで下さい.そして.グラフィック図が描画された後は.元の状態("使用しないN)

に戻して下さい.さもないと.その後の全ての受信文字がグラフィック文字で描かれてしまい,

見にくくなると同時にコマンドやデータが編集出来なくなってしまいます.

図1にSAS/GRAPHを用いてのアドレス付き文字を含むグラフィック　データの描画例

を載せています.プリンターは日本電気のPC-PR201CL 【13]を使用しました.出来

上がりは.投稿論文の原図としても使用できる品質だと思われます.

1 2. PFDモードでの変更点と追加項能

このモードで次の様な変更と横能追加があります.

匡至亘∃十回[入力コマンドの呼び出し(新しい順に) ]

このキーを押していくと. TSSモードで入力したコマンドやデータを入力したのと逆の順序

(新しく入力した願)でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再

度入力する手間を省くことが出来ます.ただし,呼び出せるコマンドやデータは直前に入力され

たものから. 1 0回までしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻り

その後は循環するようになってい.ます.

SHI FT +匡垂∃十回【入力コマンドの呼び出し(古い順に) ]

このキーを押していくと, TSSモードで入力したコマンドやデータを入力した順序(古い順)

でカーソル位置に呼び出すことが出来ます.これにより長いコマンドを再度入力する手間を省く

ことが出来ます.ただし.呼び出せるコマンドやデータは直前に入力されたものから. 10回ま

でしか過去にさかのぼれません.それ以上このキーを押すと1回目に戻りその後は循環するよう

になっています.

このエミュレータでは.パソコンのファンクションキーの匡:刃から匡コ司.そして
ROL L UP ROL L DOWN キーまでの計1 2個のキーがFACOMの専用端末の

pFキーの田から匡田までに対応していました・そして.それらのキ-にPFD特
有の機能が割当てられています・その割当ては・エミ.ユレ一夕プログラム内で固定されていま
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したので割当てられている以外の機能を使用する時は.プログラム　ファンクションキー代替機

能を使用しなくてはならず,少々不便な面がありました[8〕 .そこで今回の版では.この点に

改良を加え専用端末と同じようにユーザが自分の好みに合うようにファンクション　キーの機能

を定義出来るようにしました.

それには先ず. PFDのプライマリ　オプション　メニュー画面で「ATTRI BUTES (オ

プション"D") 」を選択し.次にPFD属性定義オプション　メニューから「3　PFキー」を

選びます.後は画面の指示に答えていくと.専用端末のPFキーに対応するキーの機能が変えら

れたことになります.この点の詳細は文献[3】を参照して下さい.次に.パソコン側の設定を

変更する必要があります.それにはエディタを用いて次の様な文法に従って, -PFD_PF.

REG　なるテキスト　ファイルを作りエミュレータ本体と同じディレクトリ下に入れて下さい.

先ず.半角数字2文字を用いて変更したいパソコン側のファンクション　キーの番号を書きます.

次に.半角の空白を1個とり・PF"なる文字の後に専用端末でのP Fキーの番号を半角文字で書き

ます.そして最後に半角の1個の空白を入れた後,半角で5文字分の範囲で機能名を書いて下さ

い.例えば.パソコンの田キーを上で設定した専用端末の匡重ヨキーに対応させ,パ
ソコン側の表示機能名を"説明"としたければ

04　PFll　説明

とし下さい.このように機能表示名に日本語も使用出来ます.これで.全ての設定が終ったこと

になります.最後に.特にこのような設定をしなけば従来どおりの機能設定になっていますこと

を付加えておきます.

1 3. UTSモードでの変更点と追加穏健

UTSモードでは先ず　(1) UNIXワークステーションで多く採用されているEUC日本

語コード(Extended Unix Code)と(2) UNIXマシン上で高機能な画面エ

ディタとして知られているEMACS 【18]に正しく対応出来るように改良しました.そして

更に次の様な変更と機能追加を行ないました.

SHI FT RO L L UP [TSSモードへ]

第5. 3節で説明したTSSモードへ入ります.全てのパラメータがTSSモード用に変更さ

れます.詳細は5. 3節の説明を参照して下さい.

SHI FT ROL L DOWN [パソコン間通信モードへ]

第8節で説明したパソコン間通信モードへ入ります.全てのパラメータがパソコン間通信モー

ド用に変更されます.詳細は8節の説明を参照して下さい.

SHI FT +匡≡司[プリンタ用紙の改頁]

プリンタ用紙の改ページを行ないます. (変更可)

SHI FT +匡コヨ[ファイルの内容表示]

九州大学大型計算機センター広報
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このキーを押すとドライブB (2)もしくはラムディスク(田キーが前もって押され
ている場合)上に存在するファイル名がディスプレイ画面に表示されます.そこで画面に内容を

表示したいファイル名を.カーソル移動キ　　　　　臼,.日で正しく選択して下さい・
確認後.ファイルの内容が表示されます.ただし.表示出来るファイルはMS-DOSのテキス

トファイルである必要があります・ファイル表示中に回キーを押すと表示は一時停止されま

す.次に,任意のキーを押すと表示が再開されます・またファイル表示中に回キーを押すと表

示は中断され.元の画面に戻ります.誤ってこの画面に入った場合は.匡司キーを押すと元の
画面に戻ることが出来ます.

SHI FT +匡二司[入力コマンドの履歴の表示]

キーボードより入力された. TSSコマンドもしくはデータを過去にさかのぼり10個まで古い

帽に番号を付けて画面に表示します.そこで,適当な番号を入力するとそれに対応するTSSコ

マンドもしくはデータがホストへ送信されます.これにより長いコマンドを再度入力する手間を

省くことが出来ます.

14.おわりに

前回発表しましたTSS端末エミュレータTSSPFDに. ASPEN対応機能とパソコン間

通信横能を追加した新版のエミュレータを紹介させて頂きました.この新版によって.我々のエ

ミュレータは基本的なTSS端末エミュレータ機能に加えて,グラフィック機能, FACOMの

PFD機能. UNIXマシンへの対応機能. HITACのASPEN機能.そしてパソコン間通

信機能を持つようになりました.これにより.この1つのエミュレータだけでほとんどの計算機

にアクセス出来るようになりました.よく知られているように, ASEPN対応エミュレータと

しては有名なEterm 【20]がありますが.我々の今回の版のもつ種々の機能は

Etermに迫るものが多々あると思います.一度使用していただけるとうれしく思います.

前の版の時と同様に.このエミュレータ　プログラム一式(ソースファイル.実行形式ファイ

ル)は.九大大型計算機センター2階端末室に置いてありますので.使用希望者は各自でコピー

して下さい.ただし, MS-DOSのシステムや日本語フロント　プロセッサは入っていません

ので各自で御用意下さい.また,九州大学大型計算機センターのご好意によりネットワーク経由

でプログラムを入手出来ます.詳しくは.九州大学大型計算機センターニュース【2 1】をごら

ん下さい.更に.郵送によるコピーサービスも行ないますので希望される方は.フロッピィ　デ

ィスクを返信用封筒(宛名.切手付き)と一緒に下記住所宛にお送り下さい.メディアは問いま

せん.

〒840　佐賀市本庄町一番地

佐賀大学情報処理センター

渡辺　健次

曾0952-24-5191 (代) (内) 2594

FAX 0952-26-6096

J UN ET　アドレス　　　watanabeQcc.saga-u.ac.JP

N-1メール　アドレス: D75286AァKYUSHU.NINET
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B I TNET　アドレス: D75286AァJPNCCKU.BITNET

このエミュレータが皆様の計算機環境の向上に少しでもお役に立てば幸いです.なお.御使用

になっての感想.バグの発見.プログラミング上の改良すべき点.追加してほしい機能.そして

マニュアルに関する不十分な点や分かりにくい箇所等がありましたら是非お知らせ下さい.出来

るだけ対応していきたいと思っています.
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THE COWBOY HAT

図1. SAS/GRAPHを使用してのアドレス付き文字を含むグラフィック図の例
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付再　1.　クイ・}クリファレンスマニュアル

以下で左端に◎印の付いたものは.今回修正もしくは追加された機能です・

1. MSPのTSSモードでの操作法
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ブレーク信号の送信

電話回線の強制的切断

1文字の消去

テキスト画面のハードコピー

ヘルプメッセージの表示

UTSモードへ

PFDモードへ

パソコン間通信モードへ

ユーザ一里録コマンドのプリンターへの出力

ユーザー登録コマンドのプリンターへの出力

受信データ表示の一時停止/再開

回線エラー時のデータの再送信

入力コマンドの履歴の呼び出し(新しい煩に)

入力コマンドの履歴の呼び出し(古い偶に)

擬似フルスクリーンモードへ

ウインドーのオープン&

擬似フルスクリーン　モードへ

ファイルの送信

記録用ファイルのオープン/クローズ

ファイルへの書き込み/停止

並行印字の開始/停止

ハイスピード印字/ハイヂンシティ印字

プリンター用紙の改ページ

ラムディスク使用の開始/停止

MS-DOSへの移行

英数キーへのコマンドの登録

メニュー画面へ戻る

LOGON TSS"の送信(変更可)

LOGON TSS CANCEL　の送信(変更可)

LC"の送信(変更可)

コンデンス印字/ハイデンシティ印字

ファイルの内容表示

エミュレータの各種状態の表示/変更
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入力コマンドの履歴の表示

TERM LINESIZ王i(136)'の送信(変更可)

WHO"の送信(変更可)

LOGOFF"の送信(変更可)

ユーザー重縁コマンドの送信

ユーザー登録コマンドの送信

ユーザー登録コマンドの送信

ユーザー登録コマンドの送信

テキスト画面の消去

グラフィック画面の消去

グラフィック画面用の枠を描く/消す

グラフィック図の小サイズの八一ドコピー

グラフィック図の大サイズのハードコピー

画面最下行の機能名の消去/復活

テキスト画面の消去

高解像度グラフィックモードの開始/終7

プロッター用ファイルのオープン/クローズ

グラフィック図のディスクへの書き込み

グラフィック　カーソルを速く右方向へ移動

グラフィック　カーソルを速く左方向へ移動

グラフィック　カーソルを速く上方向へ移動

グラフィック　カーソルを速く下方向へ移動

グラフィック　カーソルをゆっくり右方向へ移動

グラフィックカーソルをゆっくり左方向へ移動

グラフィック　カーソルをゆっくり上方向へ移動

グラフィックカーソルをゆっくり下方向へ移動

グラフィックカーソルを画面左下隅へ移動

グラフィック　カーソルを画面中央へ移動

グラフィックカーソルを右斜め上方向へ移動

グラフィックカーソルを右斜め下方向へ移動

グラフィックカーソルを左斜め上方向へ移動

グラフィックカーソルを左斜め下方向へ移動

グラフィック　カーソルの表示の終了

2. VOS3のTSSモードでの操作法

MSPのTS Sモードでの操作法との相違点のみを記しています.
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3.パソコン間通信のTSS喜一ドでの操作法

MSPのTS Sモードでの操作法との相違点のみを記しています.

九州大学大型計算機センター広報
Vol.23　No.6 1990



研　究　開　発

+
　
+
　
+
　
+

o

 

o

 

o

 

o

 

o

 

o

 

o

 

o

 

o

 

o

 

o

[
出
口
H
H

i
n
日
R
R
[
凸

使用不可

使用不可

使用不可

使用不可

使用不可

使用不可

使用不可

使用不可

使用不可

使用不可

使用不可
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それぞれの方向へのカーソルの移動

カーソルを左方向へ移動

新しく書き込まれたデータの消去

ウインドーのクローズ

カーソルを次行の先頭へ

カーソル位置の文字消去

インサート　モードのON/OFF

ヘルプメrtyセージの表示

TSSモードへ復帰

テキスト画面のハードコピー

ウインドーのロール　アップ

ウインドーのロール　ダウン

カーソルを画面最上行へ.または.ウインドー枠の下側へ

カ-ソルをデータの最後へ.または.ウインドー枠の上側へ

カーソルを行の右端へ

カーソルを行の左端へ

カーソルをスクロールバッファ内のデータの先頭へ

カーソルをスクロールバッファ内のデータの最後へ

右画面へのスクロール

左画面へのスクロール

行頭よりカーソル位置までを消去

カーソル位置より行末までを消去
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ワード単位でカーソルを右方向に移動

ワード単位でカーソルを左方向に移動

入力コマンドの呼び出し.(新しい順に)

入力コマンドの呼び出し(古い願に)

ウインドー帽を狭くする

ウインドー幅を広げる

空白行を1行挿入

現在の行番号+ 5の番号付き空白行を1行挿入

現在の行番号+ 1 0の番号付き空白行を1行挿入

スクロールデータの印字/ファイルへの書き込み

文字列の前方(1)検索

カーソルを5行上に移動

カーソルを5行下に移動

カーソル位置より行末までの消去

行番号の右より行末までの消去

8 0文字を越える行の編集

空白行を2行挿入

現在の行番号+ 1の番号付き空白行を1行挿入

現在の行番号+ 2の番号付き空白行を1行挿入

文字列の前方(1) /後方(I)検索

文字列の後方(†)検索

カーソルを1 0行上に移動

カーソルを1 0行下に移動

行頭よりカーソル位置までを消去

1行消去

現在の行番号+ 5の行の挿入(行番号のみ変化)

現在の行番号+ 1 0の行の挿入(行番号のみ変化)

現在の行番号+ 1の行の挿入(行番号のみ変化)

現在の行番号+ 2の行の挿入(行番号のみ変化)

5. UTSモードでの操作法

ブレーク信号の送信

電話回線の強制的切断

1文字の消去

ヘルプメッセージの表示
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テキスト画面のハードコピー

TS Sモードへ

パソコン間通信モードへ

エスケープ　コード(16進l B)の送信

タブ　コード(16進09)の送信

ヌル　コード(16進0)の送信

DEL　コード(16進7F)の送信

テキスト画面の消去

" "d"の送信(変更可)

u"の送信(変更可)

- ipの送信(変更可)

dw'の送信(変更可)

" k升の送信(変更可)

" 1"の送信(変更可)

~　hーの送信(変更可)

" j"の送信(変更可)

1"の送信(変更可)

" "g"の送信(変更可)

ファイルの送侶

記録用ファイルのオープン/クローズ

ファイルへの書き込み/停止

並行印字の開始/停止

ハイスピード印字/ハイデンシティ印字

特殊キーへのコマンドの翌録

ラムディスク使用の開始/停止

MS-DOSへの移行

英数キーへのコマンドの登録

メニュー画面へ戻る

" vtlOO　の送信(変更可)

pwd　の送信(変更可)

プリンター用紙の改ページ

コンデンス印字/ハイデンシティ印字

ファイルの内容表示

エミュレータの各種状態の表示/変更

入力コマンドの履歴の表示

⇔who　の送信(変更可)

jstty -s -t　の送信(変更可)

logout"の送信(変更可)

ユーザー登録コマンドの送信

ユーザ一望銀コマンドの送信
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一　区車重∃ ユーザー登録コマンドの送信

グラフィック画面の消去

グラフィック画面用の枠を描く/消す

グラフィック図の小サイズのハードコピー

グラフィック画の大サイズのハードコピー

画面最下行の機能名の消去/復活

テキスト画面の消去

高解像度グラフィックモードの終了/開始

プロッター用ファイルのオープン/クローズ

グラフィック図のディスクへの書き込み

グラフィック　カーソルを速く右方向へ移動

グラフィック　カーソルを速く左方向へ移動

グラフィック　カーソルを速く上方向へ移動

グラフィック　カーソルを速く下方向へ移動

グラフィック　カーソルをゆっくり右方向へ移動

グラフィック　カーソルをゆっくり左方向へ移動

グラフィック　カーソルをゆっくり上方向へ移動

グラフィック　カーソルをゆっくり下方向へ移動

グラフィック　カーソルを画面左下隅へ移動

グラフィック　カーソルを画面中央へ移動

グラフィック　カーソルを右斜め上方向へ移動

グラフィック　カーソルを右斜め下方向へ移動

グラフィック　カ-ソルを左斜め上方向へ移動

グラフィック　カーソルを左斜め下方向へ移動

グラフィック　カーソルの表示の終了

6. PFDモードでの操作法
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カーソル位置の文字消去

インサート　モードのON/OFF

カーソルを先頭文字の下へ

受信データ表示の一時停止/再開

カーソルを行の右端へ

カーソルを行の左端へ

カーソル位置より行末までの消去

回線エラー時のデータの再送信

ワード単位でカーソルを右方向に移動

ワード単位でカーソルを左方向に移動

入力コマンドの呼び出し(新しい煩で)

入力コマンドの呼び出し(古い帽で)

カーソルをデータ画面の最上行へ

カーソルをデータ画面の再下行へ

カーソルを行の右端へ

カーソルを行の左端へ

画面のハードコピー

P ど D作業の履歴の表示

TS Sモードへ

HELP情報の表示(変更可)

画面の2分剖(変更可)

現在の処理の終了(変更可)

直接プライマリ　オプション　メニューへ(変更可)

FI NDコマンドの実行(変更可)

CHANGEコマンドの実行(変更可)

画面のスクロールアップ(変更可)

画面のスクロールダウン(変更可)

画面間のカーソルの移動(変更可)

左画面へのスクロール(変更可)

右画面へのスクロール(変更可)

カーソルを入力フィールドに移動(変更可)

プリンター用紙の改頁

記録用ファイルのオープン/クローズ

ファイルへの書き込み/停止

並行印字の開始/停止

ハイスピード印字/ハイデンシティ印字

コンデンス印字/ハイデンシティ印字

ラムディスク使用の開始/停止

MS-DO Sへの移行

回線エラー時のデータの再送信
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7. ASPENモードでの操作法

これらの機能は全て新しく追加されたものです.
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ブレーク信号の送信

電話回線の強制的切断

画面の再表示

それぞれの方向へのカーソルの移動

カーソルを左方向へ移動

ヘルプメッセージの表示

カーソルをホームポジションへ

カーソルを次行の先頭へ

カーソル位置の文字消去

インサート　モードのON/OFF

カーソルを先頭文字の下へ

受信データ表示の一時停止/再開

カーソルを行の右端へ

カーソルを行の左端へ

カーソル位置より行末までの消去

回線エラー時のデータの再送信

ワード単位でカーソルを右方向に移動

ワード単位でカーソルを左方向に移動

入力コマンドの呼び出し(新しい願で)

入力コマンドの呼び出し(古い堀で)

カーソルをデータ画面の最上行へ

カーソルをデータ画面の再下行へ

カーソルを行の右端へ

カーソルを行の左端へ

画面のハードコピー

メッセージのHELP情報の表示(変更可)

画面再表示(変更可)
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o畦io|
O ROL L UP

ROL L DOWN

ROL L DOWN

[未割当て】

画面の2分割(変更可)

アクティブ画面の変更(変更可)

【未割当て】

左画面へスクロール(変更可)

右画面へスクロール(変更可)

上画面へスクロール(変更可)

下画面へスクロール(変更可)

現在の処理の終了(変更可)

カーソルをコマンド投入領域へ(変更可)

文字列変更の繰返し(変更可)

文字列検索の繰返し(変更可)

【未割当て】

【未割当て】

カナ漢字変換データの置換(変更可)

カナ漢字変換データの挿入(変更可)

【未割当て]

【未割当て]

先頭行をカレント行に(変更可)

最終行をカレント行に(変更可)

[未割当て]

やり直し(変更可)

ユーザー登録コマンドの送信

ユーザー萱銀コマンドの送信

ユーザー空港コマンドの送信
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